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1 適用 

本要領は、土木工事共通仕様書において定められる成果品を電子的手段により引き渡す場

合に適用する。 

 
【解説】 

本要領は、表 1-1に示される共通仕様書及び特記仕様書に規定される成果品に適用す

ることを基本とする。 
 

表 1-1共通仕様書 

NO. 名称 編集又は発行所 
1 土木工事共通仕様書 各地方整備局 
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2 用語の定義 

「工事完成図書の電子納品要領(案)」に使用する用語の定義は、次に定める所とする。 
 

(1) 「施工計画書」 
「施工計画書」とは、工事着手前に請負者から提出される施工計画に関する文書及び

それの添付資料（文書、図面、写真）をいう。 
 

(2) 「打合せ簿」 
「打合せ簿」とは、施工中に発注者～請負者間で交換される下記に示す項目に関する

文書（鑑）及びそれの添付資料（文書、図面、写真）をいう。 

1) 「指示」 
監督職員が請負者に対し､工事の施工上必要な事項について書面をもって示し、実施

させることをいう。 

2) 「承諾」 
契約図書で明示した事項について、発注者若しくは監督職員又は請負者が書面によ

り同意することをいう。 

3) 「協議」 
書面により契約図書の協議事項について､発注者と請負者が対等の立場で合議し、結

論を得ることをいう。 

4) 「提出」 
監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事に係わる書面又はその

他の資料を説明し、差し出すことをいう。 

5) 「提示」 
監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事に係わる書面又はそ

の他の資料を示し、説明することをいう。 

6) 「報告」 
請負者が監督職員に対し、工事の状況又は結果について書面をもって知らせること

をいう。 

7) 「通知」 
監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事の施工に関する事項

について、書面をもって知らせることをいう。 
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(3) 「発注図」「完成図」「完成図書」 

1) 「発注図」 
発注図とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者から変更又は追加された

設計図及び設計図のもととなる設計計算書等をいう。ただし、詳細設計を含む工事に

おいては契約図書及び監督職員の指示に従って作成したものを発注図とすることがで

きる。ただし、本電子納品要領（案）で設計計算書等は対象外とする。 

2) 「完成図」 
完成図とは、設計図書に従って作成された完成図面のことであり、出来形測量の結

果、最終的に出来上がった図面を指す。 

3) 「完成図書」 
工事完成時の検査に際して提出するものであり、契約書、数量内訳書（変更を含む）

図面、仕様書、請負代金内訳書、施工計画書、工事打合簿、材料確認願い、段階確認

願い、工事履行報告、工事記録写真、出来形管理関係及び品質管理関係、完成図、台

帳関係等を指す。 
 

(4) 「工事写真」 
「工事写真」とは、施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視で

きない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理基

準（案）により撮影したものである。なお、工事写真の電子データは「デジタル写真管

理情報基準(案)」の規定に基づき作成するものとする。 
 

(5) 「品質管理資料」と「出来形管理資料」 
「品質管理資料」とは、品質管理表、測定結果総括表、測定結果一覧表、品質管理図

表、品質管理図、度数表等を指す。「出来形管理資料」とは、測定結果総括表、測定結

果一覧表、出来形管理図表、出来形管理図、度数表等を指す。 
 

(6) 「その他資料」 
「工事履行報告書」と｢段階確認書｣とする。 
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3 フォルダ構成 

 
電子的手段により引き渡される成果品は、図 3-1～図 3-4に示されるフォルダ構成とす
る。 
電子媒体のルート直下に「DRAWINGS」、「MEET」、「PLAN」、「DRAWINGF」、
「PHOTO」、「OTHRS」のフォルダ及び工事管理ファイルを置く。「MEET」、「PLAN」、
「OTHRS」フォルダの下に「ORG」サブフォルダを置く。 
各フォルダ及びサブフォルダに格納するファイルは、以下の通りとする。 
 
・ 「DRAWINGS」フォルダには、発注図の電子データファイルを「CAD 製図基準
（案）」に従い格納する。「SPEC」サブフォルダには、特記仕様書オリジナル
ファイルを格納する。 
・ 「MEET」フォルダには、打合せ簿管理ファイルを格納する。「ORG」サブフォ
ルダには、打合せ簿オリジナルファイル、品質管理オリジナルファイル、出来形

管理オリジナルファイルを格納する。 
・ 「PLAN」フォルダには、施工計画書管理ファイルを格納する。「ORG」サブフ
ォルダには、施工計画書オリジナルファイルを格納する。 
・ 「DRAWINGF」フォルダには、完成図の電子データファイルを「CAD 製図基準
（案）」に従い格納する。 
・ 「PHOTO」フォルダには、工事写真の電子データファイルを「デジタル写真管理
情報基準（案）」に従い格納する。 
・ 「OTHRS」フォルダには工事履行報告書及び段階確認書の管理ファイルを格納す
る。「ORG」サブフォルダには工事履行報告書及び段階確認書のオリジナルファ
イルを格納する。 
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電子媒体ルート

CAD製図基準(案)

（工事管理ファイル）

INDEX_C.XML

…

（図面管理ファイル）

（特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ）

（オリジナルファイル01）

…
（オリジナルファイルnn）

COPL001Z.拡張子

DRAWINGS

（発注図面フォルダ）

COPLnnnZ.拡張子

SPECnn.XXX

SPEC01.XXXSPEC

DRAWINGS.XML

（発注図面ファイルｎ個）

DRAW_02.DTD

INDE_C02.DTD

 
 

図 3-1 フォルダ構成図（1/4） 
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MEET

(打合せ簿フォルダ) （打合せ簿管理ファイル）

MEET.XML

Mnnnn_mm.XXX

（オリジナルファイル0001-01）

…

（オリジナルファイルnnnn-mm）

ORG

(打ち合せ簿オリジナル
ファイルフォルダ)

文書・図面・写真

M0001_01.XXX

PLAN

（施工計画書フォルダ） （施工計画書管理ファイル）

PLAnn_mm.XXX

…

ORG

（オリジナルファイルnn-mm）

文書・図面

（施工計画書オリジナルファ
イルフォルダ）

PLAN.XML

（オリジナルファイル01-01）

PLA01_01.XXX

MEET02.DTD

PLAN02.DTD

 
図 3-2 フォルダ構成図（2/4） 
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CAD製図基準(案)

（図面管理ファイル）

DRAWINGF.XMLDRAWINGF

（完成図面フォルダ）

…

COPL001Z.拡張子

COPLnnnZ.拡張子

図面ファイルn個

デジタル写真管理情報基準(案)

（写真属性情報ファイル）

PHOTO.XMLPHOTO

（写真フォルダ）
…

工事写真ファイル01.jpgPIC

（写真フォルダ）

…

参考図ファイルnn.jpg

参考図ファイル01.jpg
DRA

（参考図フォルダ）

工事写真ファイルnn.jpg

※ファイル名は任意

DRAW_02.DTD

 
 

図 3-3 フォルダ構成図(3/4) 
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（その他フォルダ） （その他管理ファイル）

ORG

OTHRS

PRGnn_mm.XXX

PRG01_01.XXX

…

CHKnn_mm.XXX

（工事履行報告書ファイル01）

（段階確認書ファイル01）

…

OTHRS.XML

（段階確認書ファイルnn_mm）

CHK01_01.XXX

（工事履行報告書ファイルnn_mm）

（その他オリジナルファイ
ルフォルダ)

OTHRS02.DTD

 
図 3-4 フォルダ構成図(4/4) 

（フォルダ作成上の留意事項） 

1. フォルダ名称は、半角英数大文字とする。 

2. 各フォルダに直接対象ファイルを格納し、階層分けは行わない。 

3. フォルダの順番は、例を示したものであり、表示の順番これによるものではない。 

 
【解説】 

(1) 電子媒体ルートフォルダ 

1) 工事管理ファイル 
電子媒体ルートフォルダに格納する「工事管理ファイル」は、「工事管理項目」（工

事の属性を表すデータ）を XML(*1)文書（XML バージョン 1.0 に準拠）で記述したフ
ァイルであり、ファイル名称を半角英数大文字で「INDEX_C.XML」とする。本 XML
文書で用いる DTD(*2)を付属資料 2に示す。なお、「INDE_C02.DTD」もこのフォル
ダに格納するものとする。 
「工事管理項目」の詳細は、「4-1 工事管理項目」に示すとおりである。 
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(2) DRAWINGSフォルダ 

1) 図面管理ファイル 
「DRAWINGS」フォルダに格納する「図面管理ファイル」は、発注者より電子デー
タとして提出されたものについて管理することとし、請負者側にて新たに電子データ

の作成を行う必要はなく、発注者から発注図が電子データで提供された場合のみ、登

録を行うものとする。 
なお、DTDファイルもこのフォルダに格納するものとする。 
 

(3) MEETフォルダ 

1) 打合せ簿管理ファイル 
「MEET」フォルダに格納する「打合せ簿管理ファイル」は、「打合せ簿管理項目」
（打合せ簿の属性を表すデータ）を XML(*1)文書（XML バージョン 1.0 に準拠）で記
述したファイルであり、ファイル名称は「6ファイルの命名規則」に従うものとする。 
なお、「MEET02.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 
 

(4) PLANフォルダ 

1) 施工計画書管理ファイル 
「PLAN」フォルダに格納する「施工計画書管理ファイル」は、「施工計画書管理
項目」（施工計画書の属性を表すデータ）を XML(*1)文書（XML バージョン 1.0 に準
拠）で記述したファイルであり、ファイル名称は「6ファイルの命名規則」に従うもの
とする。 
なお、「PLAN02.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 
 

(5) OTHRSフォルダ 

1) その他管理ファイル 
「OTHRS」フォルダに格納する「その他管理ファイル」は、「その他資料管理項目」
（その他資料の属性を表すデータ）を XML(*1)文書（XML バージョン 1.0 に準拠）で
記述したファイルであり、ファイル名称は「6ファイルの命名規則」に従うものとする。 
ここで、その他資料とは「工事履行報告書」「段階確認書」をさす。 
なお、「OTHRS02.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 
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(6) ORGサブフォルダ 
「ORG」サブフォルダは、「MEET」フォルダ、「PLAN」フォルダ、「OTHRS」フ
ォルダの下に置き、各フォルダのもとで「打合せ簿」「施工計画書」「工事履行報告書」

「段階確認書」ファイルを作成したソフト固有の形式で格納する。ファイル名称は「6フ
ァイルの命名規則」に従うものとする。 

 
(7) SPECサブフォルダ 
「SPEC」サブフォルダは、「DRAWINGS」フォルダの下に置き、各種オリジナルフ
ァイルを作成したソフト固有の形式で格納する。ファイル名称は「6ファイルの命名規則」
に従うものとする。 

 
(*1) XML  eXtensible Markup Language（拡張型構造化記述言語） 
文字列をタグと呼ばれる＜  ＞で括った予約語で囲み、文書の整形や他文書への
リンクを記述する。文書の構造を DTD というファイルに定義することで、表現方
法の指定や文書中の文字列に意味を付加する独自のタグを拡張定義できることに

特徴がある。 
 
(*2) DTD  Document Type Definitions（文書型定義） 
ＸＭＬ文書を構成する要素が現れる場所、順序、出現回数などの文書構造を定義

する仕組みである。 
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4 成果品の管理項目 

4-1 工事管理項目 

成果品の電子媒体に添付する工事管理ファイル（INDEX_C.XML）に記入する工事管理
項目は表 4-1に示す通りである。 

表 4-1 工事管理項目 

基礎情報 
カテ 
ゴリー 

項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入
者 
必要

度 
メディア番号 提出した媒体の通し番号を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した媒体の総枚数を記入する。 同上 8 □ ◎ 

発注図面フォルダ名 発注図の図面ファイルを格納するフォル
ダ名を「DRAWINGS.XML」に記入する。 

半角英数 
大文字 

127 ▲ ◎ 

特記仕様書オリジナル 
ファイルフォルダ名 

特記仕様書オリジナルファイルを格納す

るフォルダ名称（DRAWINGS/SPEC で
固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

打合せ簿フォルダ名 打合せ簿管理ファイルと打合せ簿オリジ
ナルファイルフォルダを納するフォルダ

名称（MEETで固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

打合せ簿オリジナル 
ファイルフォルダ名 

打合せ簿オリジナルファイルを格納する

フォルダ名称（MEET/ORG で固定）を
記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

施工計画書フォルダ名 施工計画書管理ファイルと施工計画書オ
リジナルファイルフォルダを格納するフ

ォルダ名称（PLANで固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

施工計画書オリジナル 
ファイルフォルダ名 

施工計画書オリジナルファイルを格納す

るフォルダ名称（PLAN/ORGで固定）を
記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

完成図面フォルダ名 発注図の図面ファイルを格納するフォル
ダ名を「DRAWINGF.XML」に記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

写真フォルダ名 写真属性情報ファイル、写真フォルダ、

参考図フォルダを格納するフォルダ名称

（PHOTOで固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

その他フォルダ名 その他管理ファイル、その他オリジナル

フォルダを格納するフォルダ名称

（OTHRSで固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 

基
礎
情
報 

その他オリジナル 
ファイルフォルダ名 

工事履行報告書及び段階確認書オリジナ

ルファイルを格納するフォルダ名称

（OTHRS/ORGで固定）を記入する。 

同上 127 ▲ ◎ 
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ソフトウェア情報 
カテ 
ゴリー 

項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入
者 
必要

度 
ソフトウェア名 工事管理ファイルを作成したソフトウ

ェア名を記入する。 
全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

バージョン情報 工事管理ファイルを作成したソフトウ

ェアのバージョンを記入する。 
半角英数字 127 ▲ ○ 

メーカ名 ソフトウェアメーカ名を記入する。 全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

メーカ連絡先 メーカ連絡先(住所、電話番号等)を記入
する。 

同上 127 ▲ ○ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報 

ソフトメーカ用 
TAG 

ソフトウェア情報予備項目を記入する。 同上 64 ▲ △ 

 
工事情報 
カテ 
ゴリー 項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入

者 
必要

度 
発注年度 工事の発注年度を記入する。 半角数字 4 □ ◎ 

工事番号 発注者が定める工事番号を記入する。 同上 127 □ ◎ 

路線水系名等 CORINS の路線水系名等に従って記入
する。 

全角文字 
半角英数字 

64 ■ ○ 

工事名称 工事件名を記入する。 同上 127 ■ ◎ 

工事分野 CORINS の分類に従った工事の分野を
記入する。 

同上 16 
 

■ ◎ 

工事業種 CORINS の分類に従った工事の業種を
記入する。 

同上 16 ■ ◎ 

工種 CORINS の分類に従った工事の工種を
記入する。（複数入力可） 

同上 64 ■ ◎ 

工法型式 CORINSの分類に従った工事の工法・型
式を記入する。（複数入力可） 

同上 64 ■ ◎ 

住所コード 代表地点又は、施工場所の開始場所およ

び終了場所のコードを CORINS コード
表より選択し、記入する。（CORINS の
｢施工場所コード｣に対応、複数入力可） 

半角数字 5 ■ ◎ 

住所 (施工場所) 代表地点又は、施工場所の開始場所およ

び終了場所(県名以下の住所)を、出来る
限り詳細に記入する。（CORINS の｢施
工場所｣に対応、複数入力可） 

全角文字 
半角英数字 

64 
 

■ ◎ 

工期開始日 工期の開始年月日を記入する。 半角英数字 10 ■ ◎ 

工期終了日 工期の終了年月日を記入する。 同上 10 ■ ◎ 

工
事
件
名
等 

工事内容 工事概要及び主工種とその数量を記入

する。 
全角文字 
半角英数字 

127 □ ◎ 
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ｶﾃ 
ｺﾞﾘｰ 項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入

者 
必要

度 
起点側測点-n (自)n＋m 

  nを 4桁で記入する。 
半角英数字 4 □ ○ 

起点側測点-m (自)n＋m 
  mを 3桁で記入する。 

同上 3 □ ○ 

終点側測点-n (至)n＋m 
  nを 4桁で記入する。 

同上 4 □ ○ 

終点側測点-m (至)n＋m 
  nを 3桁で記入する。 

同上 3 □ ○ 

起点側距離標-n (自)n＋m 
  nを 3桁で記入する。 

同上 3 □ ○ 

起点側距離標-m (自)n＋m 
  mを 3桁で記入する。 

同上 3 □ ○ 

終点側距離標-n (至)n＋m 
    nを 3桁で記入する 

同上 3 □ ○ 

終点側距離標-m (至)n＋m 
  mを 3桁で記入する 

同上 3 □ ○ 

西側境界座標経度 対象領域の最西端の座標を経度で表す。 
  度(3桁) 分(2桁) 秒(2桁) 

同上 7 □ ○ 

東側境界座標経度 対象領域の最東端の座標を経度で表す。 
  度(3桁) 分(2桁) 秒(2桁) 

同上 7 □ ○ 

北側境界座標緯度 対象領域の最北端の座標を緯度で表す。 
  度(3桁) 分(2桁) 秒(2桁) 

同上 7 □ ○ 

場
所
情
報 

南側境界座標緯度 対象領域の最南端の座標を緯度で表す。 
  度(3桁) 分(2桁) 秒(2桁) 

同上 7 □ ○ 

施
設 

情
報 

施設名称 施設名称を記入する。 全角文字 
半角英数字 

64 □ ○ 

発注者-大分類 発注者の官庁名、団体名などを記入する。 同上 16 ■ ◎ 

発注者-中分類 発注者の局名、支社名などを記入する。 同上 32 ■ ◎ 

発注者-小分類 事務所名などを記入する。 同上 16 ■ ◎ 

発
注
者
情
報 
発注者コード CORINS で使用する発注者コードを記入す

る。 
半角数字 8 ■ ◎ 

請負者名 請負者の正式名称を記入する。 全角文字 
半角英数字 

127 ■ ◎ 請
負
者
情
報 

請負者コード 発注者が定める請負者コードを記入する。 半角数字 127 □ ○ 

予
備 

 予備項目があれば記入する。 
（複数入力可） 

全角文字 
半角英数字 

127 □ △ 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字は、2文字で全角文字 1文字に相当する。 
【記入者】■：CORINSから出力される CFDファイル（CORINS2000提出用フロッピ

ーディスクのファイルフォーマット）から取り込むことが可能な項目。 
          □：電子媒体作成者が記入する項目。 
          ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 
【必要度】◎：必須記入。 
          ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 
          △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する｡ 
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【解説】 

(1) 工事管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど活用して
いくための属性項目である。 

 
(2) 表 4-1工事管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2 使用文字｣に従うものとする。 
 
(3) 付属資料１に工事管理項目の記入方法、付属資料２に管理ファイルの DTD、付属資料 3
に管理ファイルの XML記入例を示す。 

 
(4) CORINS（コリンズ）「COnstruction Records Information Service」 
「工事実績と技術者のデータベース」であり、公共工事の一般競争入札方式等の入札・

契約手続きを支援する。 
 
(5) 場所情報 
場所情報については、「測点」、「距離標」、「境界座標」のいずれかを用いて記入

する。工事内容によって、場所情報を記入できない場合は記入する必要はない。場所情

報の記入にあたっては、上記 3項目のうち「境界座標」による記入が最も望ましい。 
 

(a) 測点 

工事対象となる起点側測点及び終点側測点を記載する。 

(b) 距離標 

工事対象となる起点側距離標及び終点側距離標を記載する。 

(c) 境界座標 

工事対象となる西側・東側・北側・南側境界座標（緯度経度）。工事範囲の外側境

界を記入する。 
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(i) 地図を回転しないとき 

「境界座標」は、「輪郭線」または「工事範囲の外側」の座標のいずれかを記入

する。（どちらの方法でも可） 
 

（１）輪郭線の座標記入例

輪郭線

　

　

北側境界緯度

南側境界緯度

東側境界経度西側境界経度

N

S

EW

輪郭線の座標を「境界座標」に従い工事情報管理項目に
記入する。

（２）工事範囲の外側の座標記入例

輪郭線

工事範囲

北側境界緯度

南側境界緯度

東側境界経度西側境界経度

N

S

EW

工事範囲の外側の座標を「境界座標」に従い工事情報管
理項目に記入する。

工事範囲工事範囲

 
 

図 4-1 境界座標の記入方法（地図を回転しないとき） 

 
(ii) 地図を回転させるとき 

「境界座標」は、「工事範囲の外側」の座標を記入する。 
 

輪郭線

工事範囲回転

N

S

E

W

北側境界緯度

南側境界緯度

東側境界経度

西側境界経度

工事範囲の外側の座標を「境界座標」に従い工事情報管理項目に記入する。

北側境界緯度

南側境界緯度

東側境界経度西側境界経度

工事範囲

元図輪郭線

N

S

EW

（３）工事範囲の外側の座標記入例

 
 

図 4-2 境界座標の記入方法（地図を回転させるとき） 
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4-2 打合せ簿管理項目 

成果品の電子媒体に添付する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML）に記入する管理項
目は、表 4-2に示す通りである。 

表 4-2 打合せ簿管理項目 

ｶﾃ 
ｺﾞﾘｰ 項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入

者 
必要

度 
ソフトウェア名 打合せ簿管理ファイルを作成したソフ

トウェア名を記入する。 
全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

バージョン情報 打合せ簿管理ファイルを作成したソフ

トウェアのバージョンを記入する。 
半角英数字 127 ▲ ○ 

メーカ名 ソフトウェアメーカ名を記入する。 全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

メーカ連絡先 メーカ連絡先(住所、電話番号等)を記入
する。 

同上 127 ▲ ○ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェア情報予備項目を記入する。 同上 64 ▲ △ 

シリアル番号 打合せ簿の通し番号を記入する。 半角数字 15 □ ◎ 
打合せ簿種類 打合せ簿の種類を記入する。 

（「指示」「承諾」「協議」「提出」「提

示」「報告」「通知」） 

全角文字 
半角英数字 

16 □ ◎ 

打合せ簿名称 打合せ簿の標題を記入する。 同上 40 □ ◎ 

管理区分 ｢施工管理｣｢安全管理｣｢出来形管理｣ 
｢品質管理｣｢出来高管理｣｢原価管理｣ 
｢工程管理｣｢写真管理｣を記入する。 

同上 16 □ ○ 

打合せ簿番号 打合せ簿に記載している番号を記入す

る。（提出日順に番号記入する） 
半角英数字 15 □ ○ 

打
合
せ
簿
情
報 

作成者 発行元と作成者を記入する。 全角文字 
半角英数字 

40 □ ◎ 

提出先 打合せ簿の提出先（発注者、請負者）を

記入する。 
同上 40 □ ◎ 

発行日付 発行した日付を記入する。 半角数字 10 □ ◎ 
受理日付 受領した日付を記入する。 同上 10 □ ◎ 
完了日付 発注者又は請負者が処理・回答した日付

を記入する。 
同上 10 □ ○ 

打合せ簿オリジナル

ファイル名 
打合せ簿のファイル名を記入する。 
（拡張子を含む） 

半角英数 
大文字 

12 □ ◎ 

打合せ簿オリジナル

ファイル作成ソフト

バージョン情報 

オリジナルファイルの作成ソフトと 
バージョン情報を記入する。 

全角文字 
半角英数字 

64 □ ◎ 
オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

※2) 
オリジナルファイル

内容 
オリジナルファイルの内容を記入する。 同上 64 □ ◎ 

請負者説明文 請負者側で打合せ簿に付けるコメント

を記入する。 
同上 127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で打合せ簿に付けるコメント

を記入する。 
同上 127 □ △ 

※1) 

そ
の
他 

予備 その他予備項目を記入する。 
（複数入力可） 

同上 127 □ △ 
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 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字は、

2文字で全角文字 1文字に相当する。 
※1）打合せ簿情報以下は、打合せ簿の数分を複数繰り返し登録する。 
※2）オリジナルファイル情報は一つの打合せ簿に対して管理するオリジナルファイルを複数繰り返
し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 
          ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 
【必要度】◎：必須記入。 
          ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 
          △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する｡ 

 
 
【解説】 

(1) 打合せ簿管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど活用
していくための属性項目である。 

 
(2) 打合せ簿管理項目のオリジナルファイル情報は、1つの打合せ簿に使用されたオリジナ
ルファイルを繰返し登録する。 

 

 
図 4-3 オリジナルファイル情報の登録 

 
(3) 文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルは、管理ファイルや電子媒体への
登録は不要である。オブジェクトファイルの形式は一般的なものが望ましく、一般的で

は無い場合には監督職員と協議するものとする。 
 

(4) 「品質管理資料」「出来形管理資料」は「打合せ簿情報」の「打合せ簿種類」に「提出」
と記入し、「管理区分」に「品質管理」または「出来形管理」を記入する。 
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(5) 表 4-2打合せ簿管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従うものとする。 

 
(6) 付属資料 1に打合せ簿管理項目の記入方法、付属資料 2に管理ファイルの DTD、付属
資料 3に管理ファイルの XML記入例を示す。 
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4-3 施工計画書管理項目 

成果品の電子媒体に添付する施工計画書管理ファイル（PLAN.XML）に記入する管理
項目は、表 4-3に示す通りである。 

表 4-3 施工計画書管理項目 

カテ 
ゴリー 項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入

者 
必要

度 
ソフトウェア名 施工計画書管理ファイルを作成したソ

フトウェア名を記入する。 
全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

バージョン情報 施工計画書管理ファイルを作成したソ

フトウェアのバージョンを記入する。 
半角英数字 127 ▲ ○ 

メーカ名 ソフトウェアメーカ名を記入する。 全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

メーカ連絡先 メーカ連絡先(住所、電話番号等)を記入
する。 

同上 127 ▲ ○ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェア情報予備項目を記入する。 同上 64 ▲ △ 

シリアル番号 施工計画書の通し番号を記入する。 半角数字 15 □ ◎ 

施工計画書名称 施工計画書の標題を記入する。 全角文字 
半角英数字 

40 □ ◎ 

施工計画書オリ

ジナル 
ファイル名 

施工計画書のオリジナルファイル名を

記入する。（拡張子を含む） 
半角英数 
大文字 

12 □ ◎ 
施
工
計
画
書
情
報 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

施工計画書オリ

ジナルファイル

作成ソフトバー

ジョン情報 

オリジナルファイルの作成ソフトと 
バージョン情報を記入する。 

全角文字 
半角英数字 

64 □ ◎ 

※1) ※2) オリジナルファ
イル内容 

オリジナルファイルの内容を記入する。 同上 127 □ ◎ 

請負者説明文 請負者側で図書に付けるコメントを記
入する。 

同上 同上 □ △ 

発注者説明文 発注者側で図書に付けるコメントを記
入する。 

同上 同上 □ △ 

 

そ
の
他 

予備 その他予備項目を記入する。 
（複数入力可） 

同上 同上 □ △ 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字は、2文字で全角文字 1文字に相当する。 
※ 1）施工計画書情報以下は、施工計画書の数分を複数繰り返し登録する。 
※ 2）オリジナルファイル情報は一つの施工計画書に対して管理するオリジナルファイ
ルを複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 
      ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 
【必要度】◎：必須記入。 
      ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 
      △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する｡
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【解説】 

(1) 施工計画書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど活
用していくための属性項目である。 

 
(2) 文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルは、管理ファイルや電子媒体への
登録は不要である。オブジェクトファイルの形式は一般的なものが望ましく、一般的で

は無い場合には監督職員と協議するものとする。 
 

(3) 表 4-3施工計画書管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従うものとする。 
 

(4) 付属資料 1に施工計画書管理項目の記入方法、付属資料 2に管理ファイルの DTD、付
属資料 3に管理ファイルの XML記入例を示す。 
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4-4 その他資料管理項目 

成果品の電子媒体に添付するその他資料管理情報ファイル（OTHRS.XML）に記入する
管理項目は、表 4-4に示す通りである。 

表 4-4 その他資料管理項目 

カテ 
ゴリー 項目名 記入内容 データ 

表現 文字数 記入
者 
必要

度 
ソフトウェア名 その他資料管理ファイルを作成したソ

フトウェア名を記入する。 
全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

バージョン情報 その他資料管理ファイルを作成したソ

フトウェアのバージョンを記入する。 
半角英数字 127 ▲ ○ 

メーカ名 ソフトウェアメーカ名を記入する。 全角文字 
半角英数字 

64 ▲ ○ 

メーカ連絡先 メーカ連絡先(住所、電話番号等)を記
入する。 

同上 127 ▲ ○ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェア情報予備項目を記入す

る。 
同上 64 ▲ △ 

シリアル番号 工事履行報告書又は段階確認書に付け

られている通し番号を記入する。 
半角英数字 15 □ ◎ 

資料名 工事履行報告書又は段階確認書の標題

を記入する。 
全角文字 
半角英数字 

40 □ ◎ 

そ
の
他
資
料
情
報 

その他資料種類 その他資料の種類を記入する。 
（「工事履行報告書」「段階確認書」） 

同上 16 □ ◎ 

※1) 保管場所 保管する場所を記入する。 同上 40 □ ○ 

その他資料 
オリジナルファイル名 

その他資料のオリジナルファイル名を

記入する。（拡張子を含む） 
半角英数 
大文字 

12 □ ◎ 
オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

その他資料ファイル 
作成ソフトバージョン情

報 

オリジナルファイルの作成ソフトと 
バージョン情報を記入する。 

全角文字 
半角英数字 

64 □ ◎ 

※2) 
オリジナルファイル内容 オリジナルファイルの内容を記入す

る。 
同上 同上 □ ◎ 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入す

る。 
同上 127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入す

る。 
同上 同上 □ △ 

 

そ
の
他 

予備 その他の予備項目を記入する。 
（複数入力可） 

同上 同上 □ △ 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字は、2文字で全角文字 1文字に相当する。 
※ 1）その他資料情報以下は、その他資料情報の数分を複数繰り返し登録する。 
※ 2）オリジナルファイル情報は一つの工事履行報告書又は段階確認書に対して管理す
るオリジナルファイルを複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 
      ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 
【必要度】◎：必須記入。 
      ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 
      △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する｡ 
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【解説】 
(1) その他資料管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど活
用していくための属性項目である。 

 
(2) 文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルは、管理ファイルや電子媒体への
登録は不要である。オブジェクトファイルの形式は一般的なものが望ましく、一般的で

は無い場合には監督職員と協議するものとする。 
 

(3) 表 4-4その他資料管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従うものとする。 
 

(4) 付属資料 1にその他資料管理項目の記入方法、付属資料 2に管理ファイルの DTD、付
属資料 3に管理ファイルの XML記入例を示す。 
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5 ファイル形式 

成果品の電子データを作成するソフトについては，以下のとおりとする。 
 
• 工事管理ファイル及び各フォルダの管理情報ファイル 
工事管理ファイルおよび各フォルダの管理情報ファイルのファイル形式は XML 形式
とする。 
 
• 打合せ簿オリジナルファイル 
打合せ簿オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形式については、監督職

員と協議の上決定する。 
 
• 施工計画書オリジナルファイル 
施工計画書オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形式については、監督

職員と協議の上決定する。 
 
• 工事履行報告書及び段階確認書オリジナルファイル 
工事履行報告書及び段階確認書オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形

式については、受発注者双方で協議し決定する。 
 
• 設計図／完成図ファイル（図面ファイル） 
図面ファイルのファイル形式については「CAD製図基準（案）」に従うものとする。 

 
• 写真ファイル 
写真ファイルのファイル形式については「デジタル写真管理情報基準（案）」に従う

ものとする。 
 
【解説】 

(1) 本要領「3フォルダ構成」解説に示したように、工事管理ファイルおよび各種管理情報
ファイルのファイル形式は XML形式とする。 

 
(2) 打合せ簿、施工計画書、工事履行報告書及び段階確認書オリジナルファイルとして登録
される。ポンチ絵等については、必ずしも「CAD製図基準（案）」に従う必要はない。
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6 ファイルの命名規則 

打合せ簿、施工計画書、その他資料（工事履行報告書、段階確認書）管理ファイル及び

各オリジナルファイルのファイル名は、以下の各項目に従うものとする。 
 
・ 共通規則 
 (1) ファイル名は、半角 8文字以内とする。 
 (2) 半角英数字で記述する事を原則とする。 
 
・ 打合せ簿管理ファイル 
打合せ簿管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

大文字のアルファベット4文字
「MEET」：固定

拡張子3文字
「.XML」：固定

MEET.XML

 
図 6-1 打合せ簿管理ファイルの命名規則 

・ 施工計画書管理ファイル 
施工計画書管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

大文字のアルファベット4文字
「PLAN」：固定

拡張子3文字
「.XML」：固定

PLAN.XML

 
図 6-2 施工計画管理ファイルの命名規則 

・ その他資料管理ファイル 
その他資料管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

大文字のアルファベット5文字
「OTHRS」：固定

拡張子3文字
「.XML」：固定

OTHRS.XML

 
図 6-3 その他資料管理ファイルの命名規則 



 

25 

 

・ 打合せ簿オリジナルファイル 
打合せ簿オリジナルファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

アンダースコア1文字
「_」：固定

数字4文字：打合せ簿ファイルの番号
  （nnnn）      （0001～9999）

拡張子3文字：オリジナルファイル作成ソフト
  （.XXX）  固有の拡張子

大文字のアルファベット1文字
「M」：固定（MEETより命名）

数字2文字：関連打合せ簿ファイル内で連番
  （mm）         （01～99）※１

Mnnnn_mm.XXX

 
図 6-4 打合せ簿オリジナルファイルの命名規則 

・ 施工計画書オリジナルファイル 
施工計画書オリジナルファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

アンダースコア1文字
「_」：固定

数字2文字：施工計画書ファイルの番号
  （nn）         （01～99）※1

拡張子3文字：オリジナルファイル作成ソフト
  （.XXX）  固有の拡張子

大文字のアルファベット3文字
「PLA」：固定（PLANより命名）

数字2文字：関連施工計画書ファイル内で連番
  （mm）         （01～99)※1

PLAnn_mm.XXX

 
図 6-5 施工計画書オリジナルファイルの命名規則 

 
 



 

26 

 

・ 工事履行報告書オリジナルファイル 
工事履行報告書オリジナルファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

アンダースコア1文字
「_」：固定

数字2文字：工事履行報告書ファイルの番号
  （nn）         （01～99）※1

拡張子3文字：オリジナルファイル作成ソフト
  （.XXX）  固有の拡張子

大文字のアルファベット3文字
「PRG」：固定（PROGRESSより命名）

数字2文字：関連工事履行報告書ファイル内で連番
  （mm）         （01～99）※1

PRGnn_mm.XXX

 
図 6-6 工事履行報告書オリジナルファイルの命名規則 

・ 段階確認書オリジナルファイル 
段階確認書オリジナルファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

アンダースコア1文字
「_」：固定

数字2文字：段階確認書ファイルの番号
  （nn）         （01～99）※1

拡張子3文字：オリジナルファイル作成ソフト
  （.XXX）  固有の拡張子

大文字のアルファベット3文字
「CHK」：固定（CHECKより命名）

数字2文字：関連段階確認書ファイル内で連番
  （mm）         （01～99）※1

CHKnn_mm.XXX

 
図 6-7 段階確認書オリジナルファイルの命名規則 
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・ 特記仕様書オリジナルファイル 
特記仕様書オリジナルファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

SPECnn.XXX

数字2文字：特記仕様書ファイルの番号
  （nn）         （01～99）※1

拡張子3文字：オリジナルファイル作成ソフト
  （.XXX）  固有の拡張子

大文字のアルファベット4文字
「SPEC」：固定

 
図 6-8 特記仕様書オリジナルファイルの命名規則 

【解説】 
(1) 共通規則 
ファイル名は、半角 8文字以内（ISO 9660 レベル 1に準拠）とする。 
ファイル名の文字数は、半角（1バイト文字）で 8文字以内、拡張子 3文字の 8.3形式
とする。 
ファイル名は、半角英数字で記述する事を原則とする。ファイル名に使用する文字は、

半角（1 バイト文字）で、大文字のアルファベット「A～Z」、数字「0～9」、アンダー
スコア「_」のみとすることを基本とする。 
各オリジナルファイルの通し番号の振り方は、日付け昇順とする。 
 

(2) オリジナルファイル 
オリジナルファイルについては、1つの文書に対し、オリジナルファイルが複数存在す
る場合がある。これらについてはファイル名から内容が想定できるように、ファイル名

の付け方を規定し、01からの連番により、ファイルを区別するものとする。 
例）M0001_01.DOC  M0001_02.DOC  M0001_03.XLS 
 

(3) 管理ファイル 
打合せ簿管理ファイル、施工計画書管理ファイル、その他資料管理ファイルについて

は、ファイル名から内容を想定できるように、ファイル名の付け方を規定する。 
 

(4) 連番の扱い （※１について） 
連番が 100を超える場合は、以下のようにアルファベットを用いる。 
例）100～109の場合…A0～A9    110～119の場合…B0～B9 
  120～129の場合…C0～C9 
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7 電子媒体 

7-1 電子媒体 

成果品の電子納品において、納品に使用する媒体は、以下の各項目に従うものとする。 
 
・CD-RまたはMO（230MB）の使用を原則とする。 
・CD-Rは、ISO9660フォーマット（レベル 1）、MOは、スーパーフロッピーフォ
ーマットを標準とする。 
・基本的には、1枚の CD-R、MOに格納する。 
・MOの場合に 230MBで納まらない場合は、発注者と協議の上、より大容量のもの
を用いて極力 1枚で対応する。 
・複数枚の CD-R、MO に格納する場合には、「7-3 媒体が複数に渡る場合の処置」
に従う。 
・納品時には、正副各 1部ずつを納品する。 
・MOの場合は、納品時には、「書き込み不可」の状態にする 
【解説】 

(1) 媒体は、発注者の指示（特記仕様書への記載等）により、CD-RまたはMOを原則とす
る。MOの容量は数種類あるが、このうち、最も一般的に普及している 230MBを使用
する。 

 
(2) MOドライブによっては、扱う容量に制限があるものもあるため、大容量の使用は受発
注者間での協議によるものとした。 

 
(3) MOの角についている「ライトプロテクトタブ」を ON（穴の空いた状態）にする。 

 
(4) CD-R で納品する場合、写真ファイル名にロングネームを使用する場合には、事前に

CD-Rのフォーマット形式を監督職員と協議するものとする。 
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7-2 電子媒体に貼るラベルについて 

成果品の電子納品時における使用媒体に用いるラベルについては、以下の各項目に従う

ものとする。 
 
・媒体のラベルには、以下のような情報を明記する。 

(i) 工事番号 

(ii) 工事名称 

(iii) 作成年月 

(iv) 発注者名 

(v) 請負者名 

(vi) 何枚目／総枚数 

(vii) ウイルスチェックに関する情報 

(viii) フォーマット形式（CD-Rの場合） 

・ 媒体を入れるプラスチックのラベルの背表紙には、以下のような情報を横書きで
明記する。 
(i) 工事名称 

(ii) 作成年月 

【解説】 
(1) 納品する CD-R、MOにラベルを貼り、必要項目を全て記載するものとする。 

 
(2) CD-Rの場合はラベル面に直接印刷するか、専用のラベルを専用の貼付用器具で確実に
貼り付けるものとする。 

 

  

工事番号：○○○○○○○○○○　　　　　　　1/10

　　　平成○年度　　○○○○○○○○○○工事

　　　　　　　　　　　平成○年○月
　　　　　発注者：○○地方整備局○○事務所

　　　　　請負者：△△株式会社

ウィルスチェックに関する情報
ウィルス対策ソフト名：○○○○
ウィルス定義：○○○○年○月○日版
チェック年月日：○○○○年○月○日
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(3) 「ウイルスチェックに関する情報」については、使用した「ウイルス対策ソフト名」「ウ
イルス定義年月日」もしくは「パターンファイル名」、「チェック年月日」を明記する。

ウイルス対策の詳細は「8-1ウイルス対策」に示すとおりである。 
 

(4) プラスチックケースのラベルの背表紙には、以下の例のように記載する。工事名が長く
書ききれない場合は頭から書けるところまで記入する。 
    例：平成○年度○○○○○○○○○○工事  平成○年○月 
    （長い場合） 
        平成○年度○○○○○○○○○○○○  平成○年○月 
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7-3 成果品が複数枚に渡る場合の処置 

成果品を電子媒体で納品する場合、基本的には、1 枚の媒体に格納する。ただし、デー
タが容量的に 1枚の媒体に納まらず複数枚の媒体に格納する場合は，以下の規則に従う。 

 
・ 各媒体に付けるラベルに何枚目／総枚数を明記する。 
・ 何枚目の媒体であっても媒体内のルートからのフォルダ構成は変えない。 
・ 何枚目の媒体であっても工事管理ファイル（INDEX_C.XML）を各媒体のルート
直下に添付する。ただし、各工事管理項目のメディア番号は、ラベルに明記して

ある何枚目／総枚数と整合を取る。 
【解説】 
成果品を複数枚の媒体に分けて格納する場合の例を以下に示す。 

電子媒体ルート

（工事管理ファイル）

MEET

(打合せ簿フォルダ) （打合せ簿管理ファイル）

MEET.XML

Mnnnn_mm.XXX

（オリジナルファイル0001）

…

（オリジナルファイルnnnn）

ORG

(打ち合せ簿ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙﾌｫﾙﾀﾞ)

M0001_01.XXX

（施工計画書管理ファイル）

PLAnn_mm.XXX

…

ORG

DRAWINGF

（完成図面フォルダ）

（オリジナルファイルnn）（施工計画書ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙﾌｫﾙﾀﾞ）

PLAN.XML （オリジナルファイル01）

PLA01_01.XXX

デジタル写真
管理情報基準(案)

PHOTO

（写真フォルダ）

（その他のフォルダ） （その他管理ファイル）

ORG

OTHRS

PRGnn_mm_XXX

PRG01_01.XXX

…

CHKnn_mm.XXX

（工事履行報告書ファイル01）

（段階確認書ファイル01）

…

OTHRS.XML

（段階確認書ファイルnn）

CHK01_01.XXX

（工事履行報告書ファイルnn）

（その他ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙﾌｫﾙﾀﾞ)

PLAN

（施工計画書フォルダ）

電子媒体ルート

CAD製図基準(案)

（発注図フォルダ）

MEET

(打合せ簿フォルダ)

DRAWS

PLAN

（施工計画フォルダ）

DRAWF

（完成図フォルダ）

PHOTO

（写真フォルダ）

（その他のフォルダ）

OTHRS

（工事管理ファイル）

INDEX_C.XML

（工事管理ファイル）

電子媒体ルート

CAD製図基準(案)

…

（図面管理ファイル1個）

（特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ）

（オリジナルファイル01）

…

（オリジナルファイルnn）

COPL001Z.拡張子

DRAWINGS

（発注図面フォルダ）

COPLnnnZ.拡張子

SPEC01.XXXSPEC

DRAWINGS.XML

（発注図面ファイルｎ個）

INDEX_C.XMLINDEX_C.XML

OTHRS02.DTD

PLAN02.DTD

INDE_C02.DTDINDE_C02.DTD

DRAW_02.DTD

MEET02.DTD

INDE_C02.DTD

 
図 7-1 成果品の複数枚の電子媒体への格納例 
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8 その他留意事項 

8-1 ウイルス対策 

成果品の電子納品において、納品前には必ず以下の各項目に従ってウイルス対策を行う。 
 
・ 請負者は、納品すべき最終成果品が完成した時点で、ウイルスチェックを行う。 
・ ウイルス対策ソフトは特に指定はしないが、シェアの高いものを利用する 
・ 最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは常に最新のデータに更
新（アップデート）したものを利用する。 
・ 納品する媒体のラベルに、ウイルスチェックに関する情報として以下を記載する。 

(i) 使用したウイルス対策ソフト名 

(ii) ウイルス（パターンファイル）定義年月日またはパターンファイル名 

(iii) チェック年月日（西暦表示とする） 
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8-2 使用文字 

報告書の電子データを作成する上での使用文字については、以下の各項目に従うものと

する。 
 

• 半角文字を JISＸ0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字を除いたラテン
文字用図形文字のみとする。 

 
• 全角文字を JIS X0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を除いた文字の
みとする。 

 
【解説】 

(1) 長期的な可読性を確保するため、使用できる文字を必要最小限に絞ることとする。なお、
使用文字に関する対象は次の通りとする。 
・XML文書の作成 
・オリジナルファイルの作成 
・PDF形式ファイルの作成 

 
(2) もともと OSに備わっておらず、利用者が独自に作成した外字は、他の端末では表示で
きないので、使用を認めないこととした。地名や人名などの表現で特殊文字が必要な時

（利用者が作成した外字や機種依存文字の使用が必要な場合等）は、ひらがなもしくは

カタカナなどの標準化された全角文字で表現することとした。ただし、地名や人名で特

殊文字の使用がやむをえない場合は、監督職員との協議の上、オリジナルファイルはイ

メージデータとして埋め込むことができることとした。 
 

(3) 文字の定義 

1) 全角文字 
重複符号化の原則に基づき、全角文字については、JIS X0208 で規定されている文
字から数字とラテン文字を除いた文字。 

2) 半角英数字 
JIS X 0201で規定されている文字から片仮名用図形文字を除いた文字。 

3) 半角英数大文字 
「半角英数字」からラテン小文字(LATIN SMALL LETTER A～Z)を除いた文字。 

4) 半角数字 
JIS X 0201で規定されている文字のうちの数字（DIGIT ZERO～NINE）及び小数
点（．）のみ。 
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8-3 オリジナルファイルの電子化について 

図表等は、基本的には文書ファイルにリンクまたはペーストして管理する。ペーストさ

れた図表等は、属性ファイルで管理を行わず文書内容で図表等を判断できればよいことと

する。 
また、ペーストしていない図表等は文書ファイルと分離した形で属性ファイルで管理す

る。なお、属性ファイルでは、図表等の位置（ページ数、図表番号等）を管理しない。 

【解説】 
オリジナルファイルにペーストされた図表は、XML ファイルの管理を行わないととも
に図表等の位置は管理しない。 

 

図面

実際の文書 フォルダ管理

文書ファイル

図面ファイル

DTD管理は行わず、文書及び図
面を判断できればよい。
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8-4 電子化が困難な資料の取り扱い 

電子化が難しい書類については、請負者・発注者間で事前に協議する必要がある。 

【解説】 
電子化が難しい書類としては、品質証明書、カタログ、見本など、電子化されていない

資料がある。 
・鋼材、鉄筋のミルシート 
・セメントの品質証明 
・骨材のアルカリ・シリカ反応性試験結果 
・廃棄物マニフェスト 
・二次製品の品質証明書 
・コンクリート品質試験結果 



 

36 

付属資料 1

1.管理項目の記入方法

付属資料 1 電子媒体による管理項目の記入方法について 

1 管理項目の記入方法 

各管理項目について、下記の書式で各項目の記入方法を示す。 
項目名  (1)  

データ表現 (2) 文字数 (3) 

概 要  (4)  
記入必要度  (5)  
記入が必要な場合  (6)  
記入例  (7)  
XML表記例  (8)  
備 考  (9)  

記入規則  (10)  
 

(1) 項目名 
管理項目の名称。 

 
(2) データ表現 
記入可能なデータの形式。 
各項目に記入する文字種はこの制限に従う。 

1) 文字 
原則として全角文字記号、半角英数字記号を記入可とする項目。 
ただし、項目によっては制限事項があり、(10)記入規則に明示する。 

2) 数字 
半角数字のみ記入可 

 
(3) 文字数 
記入可能な最大文字数を示す。 
常にこの文字数で記入する必要がある項目については、(10)記入規則に明示する。 
全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字は、2文字で全角文字 1文字に相当する。 
 

(4) 概要 
記入すべき内容を示す。 
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付属資料 1

1.管理項目の記入方法

(5) 記入必要度 
記入の必要度を３段階に分類し、各々の記入目安を下記の通りとする。 

1) 必須記入項目 
必ず記入すべき項目。 
特に理由のない限り、必ず記入する。 

2) 条件付き必須項目（データが分かる場合は必ず入力する） 
原則として、記入すべき内容が明確である場合は必ず記入する。 
場合によっては、記入すべき事項が明確でない場合があるので、その場合は空欄

のまま提出する。 

3) 任意記入項目 
原則として、記入の必要はなく空欄のまま提出する。 
特記すべき事項があった場合のみ記入する。 
なお、空欄の項目については、INDEX_C.XMLに出力する必要はない。 

 
(6) 記入が必要な場合 
条件付き必須項目、任意記入項目について、記入を行う条件を示す。 
 

(7) 記入例 
記入例を示す。 
 

(8) XML表記例 
記入例で示した項目について、管理情報ファイル(XMLファイル)での表記例を示す。 
 

(9) 備考 
記入内容など、各項目に関する補足を示す。 
 

(10) 記入規則 
記入できる文字に関する制限や記入すべき桁数に関する制限など、記入規則に関わる

制限事項を示す。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

2 工事管理項目の記入方法 

2-1 基礎情報 

(1) メディア番号 

項目名 メディア番号 

データ表現 半角数字 文字数 8 

概 要 工事管理の情報項目に含まれる電子媒体のメディア番号を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 3枚組 CD-ROMの“2枚目”の場合。 
 メディア番号： 2  

XML表記例   <メディア番号>2</メディア番号> 

備 考 一連のまとまった工事管理について、格納されている電子媒体を記入する。単一の電

子媒体であれば、すべて“1”となる。 

記入規則 半角数字のみ使用する。空欄不可。 

 

 

(2) メディア総枚数 

項目名 メディア総枚数 

データ表現 半角数字 文字数 8 

概 要 成果品電子媒体の総枚数を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 総枚数が“3枚”の場合。 
 メディア総枚数： 3  

XML表記例   <メディア総枚数>3</メディア総枚数> 

備 考 なし 

記入規則 半角数字のみ使用する。空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

 

(3) 発注図面フォルダ名 

項目名 発注図面フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 発注図の図面ファイルを格納するフォルダ名を「DRAWINGS.XML」に記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 図面フォルダ名： DRAWINGS   

XML表記例   <図面フォルダ名>DRAWINGS</図面フォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(4) 特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名 

項目名 特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 特記仕様書のオリジナルファイルを格納するフォルダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名： DRAWINGS/SPEC   

XML表記例   <特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGS/SPEC</特記仕様書オリ
ジナルファイルフォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

 

(5) 打合せ簿フォルダ名 

項目名 打合せ簿フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 「打合せ簿」ファイル、「打合せ簿管理」ファイルと「打合せ簿オリジナルファイル」

フォルダを格納するフォルダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 打合せ簿フォルダ名： MEET   

XML表記例   <打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(6) 打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名 

項目名 打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 打合せ簿のオリジナルファイルを格納するフォルダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名：  MEET/ORG   

XML表記例   <打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファ
イルフォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

(7) 施工計画書フォルダ名 

項目名 施工計画書フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 「施工計画書管理」ファイルと「施工計画書オリジナルファイル」フォルダを格納す

るフォルダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 施工計画書フォルダ名： PLAN    

XML表記例   <施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(8) 施工計画書オリジナルファイルフォルダ名 

項目名 施工計画書オリジナルファイルフォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 施工計画書のオリジナルファイルを格納するフォルダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 施工計画書オリジナルファイルフォルダ名： PLAN/ORG    

XML表記例   <施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナル
ファイルフォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

(9) 完成図面フォルダ名 

項目名 完成図面フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 完成図の図面ファイルを格納するフォルダ名を「DRAWINGF.XML」に記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 データフォルダ名： DRAWINGF    

XML表記例   <データフォルダ名>DRAWINGF</データフォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(10) 写真フォルダ名 

項目名 写真フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 「写真」フォルダ、「参考図」フォルダと「写真属性情報」ファイルを格納するフォル

ダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 写真フォルダ名： PHOTO    

XML表記例   <写真フォルダ名>PHOTO</写真フォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.1 基礎情報

(11) その他フォルダ名 

項目名 その他フォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 「その他管理」ファイルと「その他オリジナルファイル」フォルダを格納するフォル

ダ名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 その他フォルダ名： OTHRS    

XML表記例   <その他フォルダ名>OTHRS</その他フォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(12) その他オリジナルファイルフォルダ名 

項目名 その他オリジナルファイルフォルダ名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 127 

概 要 「工事履行報告書」と「段階確認書」のオリジナルファイルを格納するフォルダ名を

記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 次のとおり記入する。 
 その他オリジナルファイルフォルダ名： OTHRS/ORG    

XML表記例   <その他オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG</その他オリジナルファイ
ルフォルダ名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.2 ソフトウェア情報

2-2 ソフトウェア情報 

(1) ソフトウェア名 

項目名 ソフトウェア名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイルを作成したソフトウェア名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず記入する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェア名が“工事管理ファイル作成簡易システム”であっ
た場合。 
 ソフトウェア名： 工事管理ファイル作成簡易システム    

XML表記例   <ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(2) バージョン情報 

項目名 バージョン情報 

データ表現 半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアのバージョン情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須項目（データが分かる場合は必ず記入する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが“工事管理ファイル作成簡易システム Ver1.0”
であった場合。 
 バージョン情報： 1.0  

XML表記例   <バージョン情報>1.0</バージョン情報> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.2 ソフトウェア情報

 
(3) メーカ名 

項目名 メーカ名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカ名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須項目（データが分かる場合は必ず記入する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 メーカ名が“○○株式会社”であった場合。 
 メーカ名：    ○○株式会社   

XML表記例   <メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(4) メーカ連絡先 

項目名 メーカ連絡先 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカの住所、電話番号

等連絡先情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須項目（データが分かる場合は必ず記入する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
メーカ連絡先が“○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx”であ
った場合。 
  メーカ連絡先：  ○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx  

XML表記例   <メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx</メ
ーカ連絡先> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.2 ソフトウェア情報

 
(5) ソフトメーカ用 TAG 

項目名 ソフトメーカ用 TAG 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 ソフトウェアメーカ予備項目を記入する。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 ソフトウェアメーカが管理のために使用する。 

記入例 ― 省略 ― 

XML表記例 ― 省略 ― 

備 考 なし 

記入規則 INDEX_C.XML を他の工事管理ファイル作成ソフトで修正した場合は、必要に応じ
て、上書きまたは削除する。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

2-3 工事情報 

(1) 発注年度 

項目名 発注年度 

データ表現 半角数字 文字数 4 

概 要 工事の発注年度を西暦 4桁で記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 平成 10年度発注の工事の場合。 
 発注年度： 1998  

XML表記例   <発注年度>1998</発注年度> 

備 考 なし 

記入規則 必ず半角数字 4桁で記入する。空欄不可。 

 

 

(2) 工事番号 

項目名 工事番号 

データ表現 半角数字 文字数 127 

概 要 発注者が定める工事番号を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 国土交通省発注の工事の場合は、CCMS設計書番号が 199811110123の場合。 
 工事番号： 199811110123    

XML表記例   <工事番号>199811110123</工事番号> 

備 考 
国土交通省発注工事の場合は地方整備局単位で設定している CCMS設計書番号（数字
8桁～14桁）を記入する。 
※他の発注機関の場合には、発注者の指示に従う。 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(3) 路線水系名等 

項目名 路線水系名等 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 路線水系名施工対象区域に関する記述を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 工事対象の路線水系名が明確である場合は記入する。 

記入例 

・“国営昭和記念公園”に関わる工事の場合。 
   路線水系名： 国営昭和記念公園   
・“江戸川”に関わる工事の場合。 
    路線水系名： 一級河川江戸川  
・“大井川水系長島ダム”に関わる工事の場合。 
   路線水系名： 大井川水系長島ダム   
・“国道 1号”に関わる工事の場合。 
    路線水系名： 国道 1号  
・“国道 1号”と“国道 6号”に関わる工事の場合。（複数路線の場合） 
    路線水系名： 国道 1号,国道 6号  

XML表記例 

    <路線水系名>国営昭和記念公園</路線水系名> 
    <路線水系名>一級河川江戸川</路線水系名> 
    <路線水系名>大井川水系長島ダム</路線水系名> 
    <路線水系名>国道 1号</路線水系名> 
   <路線水系名>国道 1号,国道 6号</路線水系名> 

備 考 

CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいう。 
複数の路線水系にまたがる工事の場合、関連する路線水系名を全て記入する。 
路線水系の区切りは「,」（半角カンマ）を用いる。 

記入規則 CORINSの路線水系名の入力規則に従い、道路の路線番号、河川の水系名、建築工事
にあっては最終施設名、及び分割工事の何期工事かを、記入する。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(4) 工事名称 

項目名 工事名称 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 CORINSの分類に従った工事件名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工事名称が“国道 1号○○舗装修繕工事”の場合。 
 工事名称： 国道 1号○○舗装修繕工事  

XML表記例   <工事名称>国道 1号○○舗装修繕工事</工事名称> 

備 考 なし 

記入規則 契約図書に記載されている正式の工事名称を記入する。空欄不可。 

 

 

(5) 工事分野 

項目名 工事分野 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 CORINSの分類に従った工事分野を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工事分野が“道路”の場合。 
 工事分野： 道路  

XML表記例   <工事分野>道路</工事分野> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、工事分野一覧は同センターが提供している。 

記入規則 CORINSの工事分野に従って記入する。空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(6) 工事業種 

項目名 工事業種 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 CORINSの分類に従った工事の業種を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工事の種類が“土木一式工事”の場合。      
 工事種類： 土木一式工事  

XML表記例   <工事種類>土木一式工事</工事種類> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、工事業種一覧は同センターが提供している。 

記入規則 CORINSの工事業種に従って記入する。空欄不可。 
（土木一式工事、建築一式工事、大工工事等） 

 

 

(7) 工種 

項目名 工種 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 CORINSの分類に従った工事の工種を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 
工種が“歩行者系舗装工事”、“路盤路床工事”の場合。 
 工種： 歩行者系舗装工事  
 工種： 路盤路床工事  

XML表記例   <工種>歩行者系舗装工事</工種> 
  <工種>路盤路床工事</工種> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、工事種類一覧は同センターが提供している。 

記入規則 
CORINSの工種に従って記入する。空欄不可。 
（水門扉等工事、アスファルト舗装工事、歩行者系舗装工事、路盤路床工事等、複数

入力可） 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(8) 工法型式 

項目名 工法型式 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 CORINSの分類に従った工事の工法・型式を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工法型式が“歩行者系舗装工”の場合。 
 工法型式： 歩行者系舗装工  

XML表記例   <工法型式>歩行者系舗装工</工法型式> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、工法形式一覧は同センターが提供している。 

記入規則 CORINSの工法型式に従って記入する。空欄不可。 
（歩行者系舗装工、路盤路床工等、複数入力可） 

 

 

(9) 住所コード 

項目名 住所コード 

データ表現 半角数字 文字数 5 

概 要 CORINSで使用する施工場所コードを記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 “茨城県つくば市”の工事の場合。 
   住所コード： 08220   

XML表記例    <住所コード>08220</住所コード> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、施工場所コードは同センターが提供している。 

記入規則 

代表地点又は、施工場所の開始場所および終了場所のコードを CORINSコード表より
選択し、記入する。 
その他の場合の記入規則は CORINSの入力規則に従うものとする。空欄不可。 
（CORINSの「施工場所ｺｰﾄﾞ」に対応、複数入力可） 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(10) 住所 （施工場所） 

項目名 住所 （施工場所） 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 施工場所（代表地点）の住所（県名以下）を詳細に記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・“茨城県つくば市○○3丁目○○番地”の場合。 
   住所： 茨城県つくば市○○3丁目○○番地   
・“茨城県○○郡○○町○○番地”の場合。 
   住所： 茨城県○○郡○○町○○番地   

XML表記例   <住所>茨城県つくば市○○3丁目○○番地</住所> 
  <住所>茨城県○○郡○○町○○番地</住所> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいう。 

記入規則 
空欄不可。 
代表地点又は、施工場所の開始場所および終了場所(県名以下の住所)を、出来る限り
詳細に記入する。（CORINSの「施工場所ｺｰﾄﾞ」に対応、複数入力可） 

 

(11) 工期開始日 

項目名 工期開始日 

データ表現 半角英数字 文字数 10 

概 要 工期の開始日を CCYY-MM-DD方式で記入する。 
（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工期が“平成 10年 11月 6日より平成 11年 2月 26日まで”の場合。 
 工期開始日： 1998-11-06  

XML表記例   <工期開始日>1998-11-06</工期開始日> 

備 考 なし 

記入規則 
月日が 1桁の数の場合”0”を付加して、必ず 10桁で記入する。空欄不可。 
例）平成１１年１月１日 → “1999-01-01” 
工事中止期間等の実工期の記載は不要。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(12) 工期終了日 

項目名 工期終了日 

データ表現 半角英数字 文字数 10 

概 要 工期の終了日を CCYY-MM-DD方式で記入する。 
（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 工期が“平成 10年 11月 06日より平成 11年 2月 26日まで”の場合。 
 工期終了日： 1999-02-26  

XML表記例   <工期終了日>1999-02-26</工期終了日> 

備 考 なし 

記入規則 
月または日が 1桁の数の場合”0”を付加して、必ず 10桁で記入する。空欄不可。 
例）平成１１年１月１日 → “1999-01-01” 
工事中止期間等の実工期の記載は、不要です。 

 

 

(13) 工事内容 

項目名 工事内容 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 工事概要及び主工種とその数量を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 
工種が“なだれ防止工事”の場合。 
 工事内容： 掘削工 8500m3、土止め工 2800m2、埋戻し工 9500m3、路面覆工
300m2  

XML表記例   <工事内容>掘削工 8500m3、土止め工 2800m2、埋戻し工 9500m3、路面覆工 300m2 
</工事内容>  

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(14) 起点側測点-n 

項目名 起点側測点-n 

データ表現 半角英数字 文字数 4 

概 要 起点側測点を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 起点側測点-nの n＋mの nが“0015”であった場合。 
 起点側測点-n： 0015  

XML表記例   <起点側測点-n>0015</起点側測点-n>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 

 

 

(15) 起点側測点-m 

項目名 起点側測点-m 

データ表現 半角英数字 文字数 3 

概 要 起点側測点を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 起点側測点-mの n＋mのmが“008”であった場合。 
 起点側測点-m： 008  

XML表記例   <起点側測点-m>008</起点側測点-m>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(16) 終点側測点-n 

項目名 終点側測点-n 

データ表現 半角英数字 文字数 4 

概 要 終点側測点を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 終点側測点-nの n＋mの nが“0018”あった場合。 
 終点側測点-n： 0018  

XML表記例   <終点側測点-n>0018</終点側測点-n>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 

 

 

(17) 終点側測点-m 

項目名 終点側測点-m 

データ表現 半角英数字 文字数  3 

概 要 終点側測点を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 終点側測点-mの n＋mのmが“005”であった場合。 
 終点側測点-m： 005  

XML表記例   <終点側測点-m>005</終点側測点-m>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(18) 起点側距離標-n 

項目名 起点側距離標-n 

データ表現 半角英数字 文字数 3 

概 要 起点側距離標を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 起点側距離標-nの n＋mの nが“031”であった場合。 
 起点側距離標-n： 031  

XML表記例   <起点側距離標-n>031</起点側距離標-n>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 

 

 

(19) 起点側距離標-m 

項目名 起点側距離標-m 

データ表現 半角英数字 文字数 3 

概 要 起点側距離標を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 起点側距離標-mの n＋mのmが“045”であった場合。 
 起点側距離標-m： 045  

XML表記例   <起点側距離標-m>045</起点側距離標-m>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(20) 終点側距離標-n 

項目名 終点側距離標-n 

データ表現 半角英数字 文字数 3 

概 要 終点側距離標を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 終点側距離標-nの n＋mの nが“036”であった場合。 
 終点側距離標-n： 036  

XML表記例   <終点側距離標-n>036</終点側距離標-n>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 

 

 

(21) 終点側距離標-m 

項目名 終点側距離標-m 

データ表現 半角英数字 文字数 3 

概 要 終点側距離標を認識するための情報を入力する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を入力する場合 

記入例 終点側距離標-mの n＋mのmが“067”であった場合。 
 終点側距離標-m： 067  

XML表記例   <終点側距離標-m>067</終点側距離標-m>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 

 

 



 

58 

付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(22) 西側境界座標経度 

項目名 西側境界座標経度 

データ表現 半角英数字 文字数 7 

概 要 対象領域の最西端の外側境界を経度で記入。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を境界座標で入力する場合。 

記入例 西側境界の経度が“138度 37分 30秒”であった場合。 
 西側境界座標経度： 1383730  

XML表記例   <西側境界座標経度>1383730 </西側境界座標経度>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
 

 

 

(23) 東側境界座標経度 

項目名 東側境界座標経度 

データ表現 半角英数字 文字数 7 

概 要 対象領域の最東端の外側境界を経度で記入。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を境界座標で入力する場合。 

記入例 東側境界の経度が“138度 45分 00秒”であった場合。 
 東側境界座標経度： 1384500  

XML表記例   <東側境界座標経度>1384500 </東側境界座標経度>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、[境
界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(24) 北側境界座標緯度 

項目名 北側境界座標緯度 

データ表現 半角英数字 文字数 7 

概 要 対象領域の最北端の外側境界を緯度で記入。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を境界座標で入力する場合。 

記入例 北側境界の緯度が“35度 35分 00秒”であった場合。 
 北側境界座標緯度： 0353500  

XML表記例   <北側境界座標緯度>0353500 </北側境界座標緯度>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
 

 

 

(25) 南側境界座標緯度 

項目名 南側境界座標緯度 

データ表現 半角英数字 文字数 7 

概 要 対象領域の最南端の外側境界を緯度で記入。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 場所情報を境界座標で入力する場合。 

記入例 南側境界の緯度が“35度 20分 00秒”であった場合。 
 南側境界座標緯度： 0352000  

XML表記例   <南側境界座標緯度>0352000 </南側境界座標緯度>  

備 考 場所情報の記入は、[測点]、[距離標]、[境界座標]の何れかを記入すること。とくに、
[境界座標]を記入することが望ましい。 

記入規則 なし 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(26) 施設名称 

項目名 施設名称 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 施設名称を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 施設情報を入力する場合 

記入例 施設名称が、“○○トンネル”であった場合。 
 施設名称： ○○トンネル  

XML表記例   <施設名称>○○トンネル </施設名称>  

備 考 なし 

記入規則 なし 

 

 

(27) 発注者-大分類 

項目名 発注者-大分類 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 省庁名、団体名などの発注者に関する大分類を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 発注者が“国土交通省○○地方整備局○○工事事務所”の場合。 
 発注者-大分類： 国土交通省  

XML表記例   <発注者-大分類>国土交通省</発注者-大分類> 

備 考 当該項目は、CORINSの中分類に相当する。 

記入規則 略称を用いず、正式名称で記入する。空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(28) 発注者-中分類 

項目名 発注者-中分類 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 32 

概 要 局名、支社名などの発注者に関する中分類を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 発注者が“国土交通省○○地方整備局○○工事事務所”の場合。 
 発注者-中分類： ○○地方整備局  

XML表記例   <発注者-中分類>○○地方整備局</発注者-中分類> 

備 考 当該項目は、CORINSの小分類に相当する。 

記入規則 略称を用いず、正式名称で記入する。空欄不可。 

 

 

(29) 発注者-小分類 

項目名 発注者-小分類 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 事務所名などの発注者に関する小分類を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 発注者が“国土交通省○○地方整備局○○工事事務所”の場合。 
 発注者-小分類： ○○工事事務所  

XML表記例   <発注者-小分類>○○工事事務所</発注者-小分類> 

備 考 当該項目は、CORINSの細分類に相当する。 

記入規則 略称を用いず、正式名称で記入する。空欄不可。 
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付属資料 1

2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 

(30) 発注者コード 

項目名 発注者コード 

データ表現 半角数字 文字数 8 

概 要 
CORINSで使用する発注者コードを記入する。 
大分類（1桁）、中分類（2桁）、小分類（2桁）、細分類（3桁）をあわせ、8桁で取り
扱う。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 発注者が“国土交通省○○地方整備局○○工事事務所”の場合。 
 発注者コード： 10102124  

XML表記例   <発注者コード>10102124</発注者コード> 

備 考 CORINSとは、財団法人日本建設情報総合センターの運営する工事実績情報サービス
をいい、発注者コードは同センターが提供している。 

記入規則 CORINSコードに従い、必ず半角 8桁で記入する。空欄不可。 

 

 

(31) 請負者名 

項目名 請負者名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 請負者名の正式名称を記入する。ＪＶの場合には、ＪＶの正式名称及び代表会社名を

続けて記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 
請負者が“○○建設△△組共同企業体（○○建設株式会社と株式会社△△組の JV）で、
○○建設株式会社が代表”の場合。 
  請負者名：  ○○建設△△組共同企業体（代表：○○建設株式会社）  

XML表記例   <請負者名>○○建設△△組共同企業体（代表：○○建設株式会社）</請負者名> 

備 考 なし 

記入規則 正式名称で記入する。 
ＪＶ（特定・経常）の場合には、代表を記入することとする。空欄不可。 
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2.工事管理項目の記入方法

2.3 工事情報

 
(32) 請負者コード 

項目名 請負者コード 

データ表現 半角数字 文字数 127 

概 要 発注者が定める請負者コードを記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 発注者により請負者コードが定められている場合。 
地方公共団体等で国土交通省の定めたコードを準用している場合も同様とする。 

記入例 国土交通省関東地方整備局への工事業者登録番号が“10012345000”の場合。 
 請負者コード： 10012345000  

XML表記例   <請負者コード>10012345000</請負者コード> 

備 考 発注者の運用している請負者コードを記入する。国土交通省では各地方整備局で請

負者コードを整備している。 

記入規則 なし 

 

 

(33) 予備 

項目名 予備 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 工事内容等に関する備考欄。予備欄 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 発注者側で特筆すべき予備項目がある場合は記入する。 

記入例 ― 省略 ― 

XML表記例 ― 省略 ― 

備 考 なし 

記入規則 複数入力可 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

3 打合せ簿管理項目の記入方法 

3-1 ソフトウェア情報 

(1) ソフトウェア名 

項目名 ソフトウェア名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェア名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェア名が“工事管理ファイル作成簡易システム”であ
った場合。 
 ソフトウェア名： 工事管理ファイル作成簡易システム    

XML表記例   <ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(2) バージョン情報 

項目名 バージョン情報 

データ表現 半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアのバージョン情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが“工事管理ファイル作成簡易システム Ver1.0”
であった場合。 
 バージョン情報： 1.0  

XML表記例   <バージョン情報>1.0</バージョン情報> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

(3) メーカ名 

項目名 メーカ名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカ名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ソフトウェアを使用した場合は必須記入。 

記入例 メーカ名が“○○株式会社”であった場合。 
 メーカ名： ○○株式会社    

XML表記例   <メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(4) メーカ連絡先 

項目名 メーカ連絡先 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカの住所、電話番

号等連絡先情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
メーカ連絡先が“○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx”で
あった場合。 
  メーカ連絡先：  ○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx  

XML表記例   <メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx</
メーカ連絡先> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

(5) ソフトメーカ用 TAG 

項目名 ソフトメーカ用 TAG 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 ソフトウェアメーカ予備項目を記入する。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 ソフトウェアメーカが管理のために使用する。 

記入例 ― 省略 ― 

XML表記例 ― 省略 ― 

備 考 なし 

記入規則 INDEX_C.XMLを他の工事管理ファイル作成ソフトで修正した場合は、必要に応じ
て、上書きまたは削除する。 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

3-2 打合せ簿情報 

(1) シリアル番号 

項目名 シリアル番号 

データ表現 半角数字 文字数 15 

概 要 打合せ簿の通し番号を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿ファイルが“2つ目”の打合せ簿の場合。 
 シリアル番号： 2  

XML表記例   <シリアル番号>2</シリアル番号> 

備 考 なし 

記入規則 

シリアル番号は 1より開始する。 
提出時の電子媒体を通して、一連のまとまった打合せ簿についてユニークであれば、

中抜けしても良い。 
12番目を、“00012”の様に 0を付けて表現してはいけない。空欄不可。 

 

 

(2) 打合せ簿種類 

項目名 打合せ簿種類 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 打合せ簿の種類を記入する。（「指示」「承諾」「協議」「提出」「提示」「報告」「通知」） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿種類が“通知”の場合。 
 打合せ簿種類：  通知   

XML表記例   <打合せ簿種類>通知</打合せ簿種類> 

備 考 「指示」「承諾」「協議」「提出」「提示」「報告」「通知」の 7種類とする。 

記入規則 空欄不可。 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

 

(3) 打合せ簿名称 

項目名 打合せ簿名称 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 打合せ簿の標題を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿名称が“○○○に関する協議”の場合。 
 打合せ簿名称：  ○○○に関する協議   

XML表記例   <打合せ簿名称>○○○に関する協議</打合せ簿名称> 

備 考 打合せ簿の標題を記入する。 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(4) 管理区分 

項目名 管理区分 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 
管理区分を記入する。 
（施工管理、安全管理、出来形管理、品質管理、出来高管理、原価管理、工程管理、

写真管理等） 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 書類の管理区分が明確であれば記入する。 

記入例 管理区分が、“品質管理”の場合。 
 管理区分： 品質管理  

XML表記例   <管理区分>品質管理</管理区分> 

備 考 なし 

記入規則 
管理区分を記入する。 
（施工管理、安全管理、出来形管理、品質管理、出来高管理、原価管理、工程管理、

写真管理等） 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

 
(5) 打合せ簿番号 

項目名 打合せ簿番号 

データ表現 半角英数字 文字数 15 

概 要 打合せ簿に記載している番号を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 打合せ簿に番号が記載されている場合に記入する。 

記入例 打合せ簿番号が“A-1-012”の場合。 
 打合せ簿番号： A-1-012  

XML表記例   <打合せ簿番号>A-1-012</打合せ簿番号>  

備 考 なし 

記入規則 なし 

 

(6) 作成者 

項目名 作成者 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 打合せ簿の作成者を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・打合せ簿の作成者が“請負者:現場代理人”の場合。 
   作成者：  請負者:現場代理人   
・打合せ簿の作成者が“請負者:主任技術者”の場合。 
   作成者：  請負者:主任技術者   
・打合せ簿の作成者が“発注者:現場監督員”の場合。 
   作成者：  発注者:現場監督員   

XML表記例 

 
    <作成者>請負者:現場代理人</作成者> 
    <作成者>請負者:主任技術者</作成者> 
    <作成者>発注者:現場監督員</作成者> 

備 考 なし 

記入規則 打合せ簿の作成者を記入する。空欄不可。 
（請負者：現場代理人、請負者：主任技術者、発注者：現場監督員など） 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

 
(7) 提出先 

項目名 提出先 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 打合せ簿の提出先（発注者、請負者）を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・打合せ簿の提出先が“発注者”の場合。 
  提出先： 発注者  
・打合せ簿の提出先が“請負者”の場合。 
  提出先： 請負者  

XML表記例    <提出先>発注者</提出先> 
   <提出先>請負者</提出先> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(8) 発行日付 

項目名 発行日付 

データ表現 半角数字 文字数 10 

概 要 発行元が打合せ簿を発行した日付を CCYY-MM-DD 方式(西暦年月日)で記入する。
（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿を発行した日付が“平成 10年 11月 6日”の場合。 
 発行日付： 1998-11-06  

XML表記例   <発行日付>1998-11-06</発行日付> 

備 考 なし 

記入規則 月日が 1桁の数の場合“0”を付加して、必ず 10桁で記入する。空欄不可。 
例）平成１１年１月１日 → “1999-01-01” 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

 
(9) 受理日付 

項目名 受理日付 

データ表現 半角数字 文字数 10 

概 要 提出先担当者が打合せ簿を受理した日付を CCYY-MM-DD 方式(西暦年月日)で記入
する。（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿を受理した日付が“平成 10年 11月 6日”の場合。 
 受理日付： 1998-11-06  

XML表記例   <受理日付>1998-11-06</受理日付> 

備 考 なし 

記入規則 月日が 1桁の数の場合“0”を付加して、必ず 10桁で記入する。空欄不可。 
例）平成１１年１月１日 → “1999-01-01” 

 

 

(10) 完了日付 

項目名 完了日付 

データ表現 半角数字 文字数 10 

概 要 発注者又は請負者が処理・回答した日付を CCYY-MM-DD 方式(西暦年月日)で記入
する。（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 書類に記載がある場合に記入する。 

記入例 発注者又は請負者が処理・回答した日付が“平成 10年 11月 6日”の場合。 
 完了日付： 1998-11-06  

XML表記例   <完了日付>1998-11-06</完了日付> 

備 考 なし 

記入規則 月日が 1桁の数の場合“0”を付加して、必ず 10桁で記入する。 
例）平成１１年１月１日 → “1999-01-01” 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

(11) オリジナルファイル情報 

1) 打合せ簿オリジナルファイル名 

項目名 打合せ簿オリジナルファイル名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 12 

概 要 打合せ簿のオリジナルファイル名を記入する。（拡張子を含む） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿のオリジナルファイル名が“M0001_01.DOC”であった場合。 
 打合せ簿オリジナルファイル名： M0001_01.DOC  

XML表記例   <打合せ簿オリジナルファイル名>M0001_01.DOC</打合せ簿オリジナルファイル
名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

2) 打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

項目名 打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 打合せ簿を作成したソフト名とバージョン情報を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 打合せ簿のオリジナルファイル作成ソフトが“Microsoft_Word_98”であった場合。 
 打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報： Microsoft_Word_98  

XML表記例   <打合せ簿のオリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Word_98</
打合せ簿のオリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

備 考 発注者が理解できる範囲で記入する。 
（どのソフト又どのバージョンであるか、分かるように記入する。） 

記入規則 空欄不可。 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

3) オリジナルファイル内容 

項目名 オリジナルファイル内容 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 オリジナルファイルの内容を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・オリジナルファイルの内容が“本文”であった場合。 
   オリジナルファイルの内容： 本文  
・オリジナルファイルの内容が“資料：粗骨材品種別購入数量”であった場合。 
   オリジナルファイルの内容： 資料：粗骨材品種別購入数量  
・オリジナルファイルの内容が“資料：工程表”であった場合。 
   オリジナルファイルの内容： 資料：工程表  

XML表記例 

  <オリジナルファイル内容>本文</オリジナルファイル内容> 
  <オリジナルファイル内容>資料：粗骨材品種別購入数量</オリジナルファイル内
容> 
  <オリジナルファイル内容>資料：工程表</オリジナルファイル内容> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

(12) その他 

1) 請負者説明文 

項目名 請負者説明文 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他、打合せ簿に関して請負者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 請負者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 
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3.打合せ簿管理項目の記入方法

 

2) 発注者説明文  

項目名 発注者説明文 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他、打合せ簿に関して発注者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 発注者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 

 

 

3) 予備 

項目名 予備 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他予備項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 説明文以外で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 複数入力可 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

4 施工計画書管理項目の記入方法 

4-1 ソフトウェア情報  

(1) ソフトウェア名 

項目名 ソフトウェア名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェア名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェア名が“工事管理ファイル作成簡易システム”であ
った場合。 
 ソフトウェア名： 工事管理ファイル作成簡易システム    

XML表記例   <ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(2) バージョン情報 

項目名 バージョン情報 

データ表現 半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアのバージョン情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが“工事管理ファイル作成簡易システム Ver1.0”
であった場合。 
 バージョン情報： 1.0  

XML表記例   <バージョン情報>1.0</バージョン情報> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 



 

76 

付属資料 1

4.施工計画書管理項目の記入方法

 
(3) メーカ名 

項目名 メーカ名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカ名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ソフトウェアを使用した場合は必須記入。 

記入例 メーカ名が“○○株式会社”であった場合。 
 メーカ名：  ○○株式会社    

XML表記例   <メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 

 

(4) メーカ連絡先 

項目名 メーカ連絡先 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカの住所、電話番

号等連絡先情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
メーカ連絡先が“○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx”で
あった場合。 
  メーカ連絡先：  ○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx   

XML表記例   <メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx</
メーカ連絡先> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

 
(5) ソフトメーカ用 TAG 

項目名 ソフトメーカ用 TAG 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 ソフトウェアメーカ予備項目を記入する。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 ソフトウェアメーカが管理のために使用する。 

記入例 ― 省略 ― 

XML表記例 ― 省略 ― 

備 考 なし 

記入規則 INDEX_C.XMLを他の工事管理ファイル作成ソフトで修正した場合は、必要に応じ
て、上書きまたは削除する。 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

4-2 施工計画書情報 

(1) シリアル番号 

項目名 シリアル番号 

データ表現 半角数字 文字数 15 

概 要 施工計画書の通し番号を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 施工計画書ファイルが“2つ目の施工計画書”の場合。 
 シリアル番号： 2  

XML表記例   <シリアル番号>2</シリアル番号> 

備 考 なし 

記入規則 シリアル番号は 1より開始する。空欄不可。 
12枚目を、“00012”の様に 0を付けて表現してはいけない。 

 

 

(2) 施工計画書名称 

項目名 施工計画書名称 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 施工計画書の標題を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 施工計画書名称を“○○○施工計画書”とした場合。 
 施工計画書名称：  ○○○施工計画書   

XML表記例   <施工計画書名称>○○○施工計画書</施工計画書名称> 

備 考 施工計画書の標題をそのまま記入する。 

記入規則 空欄不可。 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

 
(3) オリジナルファイル情報 

1) 施工計画書オリジナルファイル名 

項目名 施工計画書オリジナルファイル名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 12 

概 要 施工計画書の文書、図面等のオリジナルファイル名を記入する。（拡張子を含む） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 施工計画書のオリジナルファイル名が“PLA01_01.DOC”であった場合。 
 施工計画書オリジナルファイル名： PLA01_01.DOC  

XML表記例   <施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_01.DOC</施工計画書オリジナルファ
イル名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 

 

2) 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

項目名 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 施工計画書作成ソフト名とバージョン情報を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトが“Microsoft_Word_98”であった場合。 
 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報： Microsoft_Word_98

XML表記例   < 施 工 計 画 書 オ リ ジ ナ ル フ ァ イ ル 作 成 ソ フ ト バ ー ジ ョ ン 情 報 > 
Microsoft_Word_98</施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

備 考 発注者が理解できる範囲で記入する。 
（どのソフト又どのバージョンであるか、分かるように記入する。） 

記入規則 空欄不可。 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

 

3) オリジナルファイル内容 

項目名 オリジナルファイル内容 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 オリジナルファイル内容を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・オリジナルファイルの内容が“平面図 1”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 平面図 1  
・オリジナルファイルの内容が“工程表”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 工程表  
・オリジナルファイルの内容が“現場組織表”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 現場組織表  
・オリジナルファイルの内容が“鉄筋及び架台組立計画”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 鉄筋及び架台組立計画  

XML表記例 

  <オリジナルファイル内容>平面図 1</オリジナルファイル内容> 
  <オリジナルファイル内容>工程表</オリジナルファイル内容> 
  <オリジナルファイル内容>現場組織表</オリジナルファイル内容> 
  <オリジナルファイル内容>鉄筋及び架台組立計画</オリジナルファイル内容> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

 
(4) その他 

1) 請負者説明文 

項目名 請負者説明文 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他、施工計画書に関して請負者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 請負者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 

 

 

2) 発注者説明文  

項目名 発注者説明文  

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他、施工計画書に関して発注者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 発注者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 
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4.施工計画書管理項目の記入方法

3) 予備 

項目名 予備 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他予備項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 説明文以外で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 複数入力可 
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5.その他資料管理項目の記入方法

5 その他資料管理項目の記入方法 

5-1 ソフトウェア情報  

(1) ソフトウェア名 

項目名 ソフトウェア名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェア名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した
場合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェア名が“工事管理ファイル作成簡易システム”で
あった場合。 
 ソフトウェア名： 工事管理ファイル作成簡易システム    

XML表記例   <ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場
合は、上書きして書き換える。 

 
 
 

(2) バージョン情報 

項目名 バージョン情報 

データ表現 半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアのバージョン情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XMLの作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した場
合は必須記入。 

記入例 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが“工事管理ファイル作成簡易システム Ver1.0”
であった場合。 
 バージョン情報： 1.0  

XML表記例   <バージョン情報>1.0</バージョン情報> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 
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5.その他資料管理項目の記入方法

 
(3) メーカ名 

項目名 メーカ名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカ名を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ソフトウェアを使用した場合は必須記
入。 

記入例 メーカ名が“○○株式会社”であった場合。 
 メーカ名： ○○株式会社    

XML表記例   <メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XMLファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場合
は、上書きして書き換える。 

 
 
 

(4) メーカ連絡先 

項目名 メーカ連絡先 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概  要 工事管理ファイル作成ソフトウェアを開発したソフトウェアメーカの住所、電話番

号等連絡先情報を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 INDEX_C.XML の作成及び修正に工事管理ファイル作成ソフトウェアを使用した
場合は必須記入。 

記入例 
メーカ連絡先が“○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx”
であった場合。 
  メーカ連絡先：  ○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx  

XML表記例   <メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1 TEL:0xx-xxx-xxxx FAX:0xx-xxx-xxxx</
メーカ連絡先> 

備 考 なし 

記入規則 
工事管理ファイル作成ソフトウェアが自動的に記入することが望ましい。

INDEX_C.XML ファイルを他の工事管理ファイル作成ソフトウェアで修正した場
合は、上書きして書き換える。 
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5.その他資料管理項目の記入方法

 
(5) ソフトメーカ用 TAG 

項目名 ソフトメーカ用 TAG 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 ソフトウェアメーカ予備項目を記入する。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 ソフトウェアメーカが管理のために使用する。 

記入例 ― 省略 ― 

XML表記例 ― 省略 ― 

備 考 なし 

記入規則 INDEX_C.XML を他の工事管理ファイル作成ソフトで修正した場合は、必要に応
じて、上書きまたは削除する。 
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5-2 その他資料情報 

(1) シリアル番号 

項目名 シリアル番号 

データ表現 半角英数字 文字数 15 

概 要 工事履行報告書又は段階確認書に付けられている番号を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 資料「工事履行報告書」が“2番目”の資料の場合。 
 シリアル番号： 2  

XML表記例   <シリアル番号>2</シリアル番号> 

備 考 なし 

記入規則 

シリアル番号は 1より開始する。 
提出時の電子媒体を通して、一連のまとまった資料についてユニークであれば、中

抜けしても良い。 
2番目を、“00002”の様に 0を付けて表現してはいけない。空欄不可。 

 
 
 

(2) 資料名 

項目名 資料名 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 工事履行報告書又は段階確認書の標題を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 資料名が“段階確認書”の場合。 
 資料名：  段階確認書   

XML表記例   <資料名>段階確認書</資料名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 
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5.その他資料管理項目の記入方法

 
(3) その他資料種類 

項目名 その他資料種類 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 16 

概 要 その他資料の種類を記入する。（「工事履行報告書」「段階確認書」） 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 その他資料が“段階確認書”の場合。 
 その他資料種類：  段階確認書   

XML表記例   <その他資料種類>段階確認書</その他資料種類> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 
 
 

(4) 保管場所 

項目名 保管場所 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 40 

概 要 その他資料の保管場所を記入する。 

記入必要度 条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する） 

記入が必要な場合 供試体など電子化できないものがあれば、納品時の保管場所（箱やバインダ番号）

を記入する。 

記入例 保管場所“○○○バインダ(その 1)”とした場合。 
 保管場所：  ○○○バインダ(その 1)   

XML表記例   <保管場所>○○○バインダ(その 1)</保管場所> 

備 考 なし 

記入規則 なし 
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(5) オリジナルファイル情報 

1) その他資料オリジナルファイル名 

項目名 その他資料オリジナルファイル名 

データ表現 半角英数大文字 文字数 12 

概 要 工事履行報告書・段階確認書のオリジナルファイル名を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 その他資料のオリジナルファイル名が“PRG01_01.DOC”であった場合。 
 その他資料オリジナルファイル名： PRG01_01.DOC  

XML表記例   <その他資料オリジナルファイル名>PRG01_01.DOC</その他資料オリジナルフ
ァイル名> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 
 
 

2) その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

項目名 その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 工事履行報告書・段階確認書を作成したソフト名とバージョン情報を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 
その他資料オリジナルファイル作成ソフトが“Microsoft_Word_98 ”であった場合。 
 その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報： 
 Microsoft_Word_98  

XML表記例   <その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
 Microsoft_Word_98</その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

備 考 発注者が理解できる範囲で記入する。 
（どのソフト又どのバージョンであるか、分かるように記入する。） 

記入規則 空欄不可。 
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5.その他資料管理項目の記入方法

 
3) オリジナルファイル内容 

項目名 オリジナルファイル内容 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 64 

概 要 オリジナルファイルの内容を記入する。 

記入必要度 必須記入 

記入が必要な場合 必須記入 

記入例 

・オリジナルファイル内容が“本文”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 本文  
・オリジナルファイル内容が“段階確認位置図”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 段階確認位置図  
・オリジナルファイル内容が“工事履行報告書”であった場合。 
   オリジナルファイル内容： 工事履行報告書  

XML表記例 
    <オリジナルファイル内容>本文</オリジナルファイル内容> 
    <オリジナルファイル内容>段階確認位置図</オリジナルファイル内容> 
    <オリジナルファイル内容>工事履行報告書</オリジナルファイル内容> 

備 考 なし 

記入規則 空欄不可。 

 
 
 

(6) その他 

1) 請負者説明文 

項目名 請負者説明文 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他資料等に関して請負者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 請負者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 
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5.その他資料管理項目の記入方法

 
2) 発注者説明文  

項目名 発注者説明文  

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他資料等に関して発注者側で説明を記入するための項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 発注者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 なし 

 
 
 

3) 予備 

項目名 予備 

データ表現 全角文字 
半角英数字 文字数 127 

概 要 その他資料に関するその他の予備項目。 

記入必要度 任意記入 

記入が必要な場合 請負者側で特記すべき事項がある場合記入する。 

記入例 － 省略 － 

XML表記例 － 省略 － 

備 考 なし 

記入規則 複数入力可 
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1.工事管理ファイルの DTD

付属資料 2 管理ファイルの DTD 
 
1 工事管理ファイルの DTD 
成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル (INDEX_C.XML)の DTD 

(INDE_C02.DTD)を以下に示す。 
 

 
<!--INDE_C02.DTD / 2001/07--> 
 
<!ELEMENT constdata (基礎情報,ソフトウェア情報?,工事件名等,場所情報?,施設情報?,発注者
情報,請負者情報,予備*)> 
<!ATTLIST constdata DTD_version CDATA #FIXED "02"> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                           基礎情報                            --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 基礎情報 (メディア番号,メディア総枚数,発注図面フォルダ名,特記仕様書オリジナ
ルファイルフォルダ名,打合せ簿フォルダ名,打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名,施工計画
書フォルダ名,施工計画書オリジナルファイルフォルダ名,完成図面フォルダ名,写真フォルダ名,
その他フォルダ名,その他オリジナルファイルフォルダ名)> 
 
 
<!ELEMENT メディア番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メディア総枚数 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注図面フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 施工計画書フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 完成図面フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 写真フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT その他フォルダ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT その他オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                       ソフトウェア情報                        --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア情報 (ソフトウェア名?,バージョン情報?,メーカ名?,メーカ連絡先?,
ソフトメーカ用 TAG?)> 
 
 
<!ELEMENT ソフトウェア名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT バージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ連絡先 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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<!--***************************************************************--> 
<!--                         工事件名等                            --> 
<!--***************************************************************--> 
 
 
<!ELEMENT 工事件名等 (発注年度,工事番号,路線水系名等?,工事名称,工事分野,工事業種,工種
+,工法型式+,住所コード+,住所+,工期開始日,工期終了日,工事内容)> 
 
<!ELEMENT 発注年度 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工事番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 路線水系名等 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工事名称 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工事分野 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工事業種 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工種 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工法型式 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 住所コード (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 住所 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工期開始日 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工期終了日 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 工事内容 (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                         場所情報                             --> 
<!--***************************************************************--> 
 
 
<!ELEMENT 場所情報 (起点側測点-n?,起点側測点-m?,終点側測点-n?,終点側測点-m?,起点側距
離標-n?,起点側距離標-m?,終点側距離標-n?,終点側距離標-m?,西側境界座標経度?,東側境界座
標経度?,北側境界座標緯度?,南側境界座標緯度?)> 
 
 
<!ELEMENT 起点側測点-n (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 起点側測点-m (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 終点側測点-n (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 終点側測点-m (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 起点側距離標-n (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 起点側距離標-m (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 終点側距離標-n (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 終点側距離標-m (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 西側境界座標経度 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 東側境界座標経度 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 北側境界座標緯度 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 南側境界座標緯度 (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                         施設情報                             --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 施設情報 (施設名称?)> 
 
<!ELEMENT 施設名称 (#PCDATA)> 
 



 

93 

付属資料 2

1.工事管理ファイルの DTD

 
<!--***************************************************************--> 
<!--                         発注者情報                            --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 発注者情報 (発注者-大分類,発注者-中分類,発注者-小分類,発注者コード)> 
 
<!ELEMENT 発注者-大分類 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者-中分類 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者-小分類 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者コード (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                         請負者情報                            --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 請負者情報 (請負者名,請負者コード?)> 
 
<!ELEMENT 請負者名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 請負者コード (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                            予備                              --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 
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constdata

INDE_C02.DTDの構造図

上から順に記述することを示す。

記述は任意。記述する場合は1回に限る。

+

必ず、１回記述する。

?

1

：

：

：

： 必ず、１回以上記述する。

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。

#PCDATA

施設情報

施設名称 ? #PCDATA

発注者情報

発注者-大分類

1 #PCDATA

1 #PCDATA

発注者-中分類

1 #PCDATA

請負者情報

請負者名

? #PCDATA請負者コード

1 #PCDATA

予備

基礎情報

1 #PCDATAメディア番号

メディア総枚数

発注図面フォルダ名

施工計画書オリジナル
ファイルフォルダ名

完成図面フォルダ名

写真フォルダ名

その他フォルダ名

その他オリジナル
ファイルフォルダ名

1 #PCDATA

1 #PCDATA

1

1 #PCDATA

1 #PCDATA

1 #PCDATA

1 #PCDATA

場所情報

起点側測点-n

? #PCDATA起点側測点-m

終点側測点-n

終点側測点-m

起点側距離標-n

起点側距離標-m

終点側距離標-n

終点側距離標-m

西側境界座標経度

東側境界座標経度

? #PCDATA

?

#PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

?

#PCDATA

? #PCDATA

北側境界座標緯度

南側境界座標緯度

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

* #PCDATA

ソフトウェア情報

?

ソフトウェア名

メーカ名

メーカ連絡先

ソフトメーカ用TAG

?

#PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

バージョン情報 ? #PCDATA

工事件名等

発注年度

1 #PCDATA工事番号

路線水系名等

工事名称

工事分野

工事業種

工種

? #PCDATA

#PCDATA

#PCDATA

1 #PCDATA

+ #PCDATA

+ #PCDATA

+ #PCDATA工法型式

住所コード

1 #PCDATA

1

1

#PCDATA
特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ名

打合せ簿フォルダ名

打合せ簿オリジナル
ファイルフォルダ名

施工計画書フォルダ名

1

1 #PCDATA

1 #PCDATA

1 #PCDATA

住所

工期開始日

工期終了日

工事内容

+ #PCDATA

1 #PCDATA

1 #PCDATA

1 #PCDATA

発注者-小分類

発注者コード 1 #PCDATA

DTD_version

1

1

?

?

1

1
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2 打合せ簿管理ファイルの DTD 
 
成果品の電子媒体に添付する打合せ簿管理ファイル (MEET.XML)の DTD 

(MEET02.DTD)を以下に示す。 
 

 
<!--MEET02.DTD / 2001/07--> 
 
<!ELEMENT meetdata (ソフトウェア情報?,打合せ簿情報+)> 
<!ATTLIST meetdata DTD_version CDATA #FIXED "02"> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                       ソフトウェア情報                        --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア情報 (ソフトウェア名?,バージョン情報?,メーカ名?,メーカ連絡先?,
ソフトメーカ用 TAG?)> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT バージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ連絡先 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                         打合せ簿情報                          --> 
<!--***************************************************************--> 
 
 
<!ELEMENT 打合せ簿情報 (シリアル番号,打合せ簿種類,打合せ簿名称,管理区分?,打合せ簿番
号?,作成者,提出先,発行日付,受理日付,完了日付?,オリジナルファイル情報+,その他?)> 
 
<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿種類 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿名称 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 管理区分 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 作成者 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 提出先 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発行日付 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 受理日付 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 完了日付 (#PCDATA)> 
 
 
<!--*********************************************************--> 
<!--                オリジナルファイル情報                   --> 
<!--*********************************************************--> 
 
 
<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (打合せ簿オリジナルファイル名,打合せ簿オリジナルファ
イル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容)> 
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<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 
 
 
<!--*********************************************************--> 
<!--                その他                           --> 
<!--*********************************************************--> 
 
<!ELEMENT その他 (請負者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 
 
<!ELEMENT 請負者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 
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meetdata

MEET02.DTDの構造図

上から順に記述することを示す。

記述は任意。記述する場合は1回に限る。

+

必ず、１回記述する。

?

1

：

：

：

： 必ず、１回以上記述する。

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。

ソフトウェア情報

?

ソフトウェア名

メーカ名

メーカ連絡先

ソフトメーカ用TAG

?

#PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

バージョン情報 ? #PCDATA

打合せ簿情報

シリアル番号

1 #PCDATA打合せ簿種類

打合せ簿名称

管理区分

打合せ簿番号

#PCDATA

#PCDATA

? #PCDATA

1 #PCDATA

1

?

+

オリジナルファイル情報

打合せ簿オリジナルファイル名

1 #PCDATA
打合せ簿オリジナルファイル
作成ソフトバージョン情報

1 #PCDATA

1 #PCDATAオリジナルファイル内容

作成者 1 #PCDATA

提出先 1 #PCDATA

発行日付 1 #PCDATA

受理日付 1 #PCDATA

完了日付 ? #PCDATA

+

DTD_version

その他

請負者説明文 ? #PCDATA

予備 * #PCDATA

? #PCDATA発注者説明文

?
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3 施工計画管理ファイルの DTD 
 
成果品の電子媒体に添付する施工計画書管理ファイル (PLAN.XML)の DTD 

(PLAN02.DTD)を以下に示す。 
 

 
<!--PLAN02.DTD / 2001/07--> 
 
<!ELEMENT plandata (ソフトウェア情報?,施工計画書情報+)> 
<!ATTLIST plandata DTD_version CDATA #FIXED "02"> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                       ソフトウェア情報                        --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア情報 (ソフトウェア名?,バージョン情報?,メーカ名?,メーカ連絡先?,
ソフトメーカ用 TAG?)> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT バージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ連絡先 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                        施工計画書情報                         --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT 施工計画書情報 (シリアル番号,施工計画書名称,オリジナルファイル情報+,その
他?)> 
 
<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 施工計画書名称 (#PCDATA)> 
 
 
<!--**********************************************************--> 
<!--                 オリジナルファイル情報                   --> 
<!--**********************************************************--> 
 
<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (施工計画書オリジナルファイル名,施工計画書オリジナル
ファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容)> 
 
<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 
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<!--**********************************************************--> 
<!--                 その他                           --> 
<!--**********************************************************--> 
 
<!ELEMENT その他 (請負者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 
<!ELEMENT 請負者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 
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plandata

PLAN02.DTDの構造図

上から順に記述することを示す。

記述は任意。記述する場合は1回に限る。

+

必ず、１回記述する。

?

1

：

：

：

： 必ず、１回以上記述する。

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。

ソフトウェア情報

?

ソフトウェア名

メーカ名

メーカ連絡先

ソフトメーカ用TAG

?

#PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

バージョン情報 ? #PCDATA

施工計画書情報情報

シリアル番号

施工計画書名称 #PCDATA

1 #PCDATA

1

+

その他

請負者説明文 ? #PCDATA

オリジナルファイル情報

施工計画書オリジナルファイル名

1 #PCDATA
施工計画書オリジナルファイ
ル作成ソフトバージョン情報

1 #PCDATA

予備 * #PCDATA

? #PCDATA発注者説明文

1 #PCDATAオリジナルファイル内容

+

?

DTD_version
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4 その他資料管理ファイルの DTD 
 
成果品の電子媒体に添付するその他資料管理ファイル (OTHRS.XML)の DTD 

(OTHRS02.DTD)を以下に示す。 
 

 
<!--OTHRS02.DTD / 2001/07--> 
 
<!ELEMENT othrsdata (ソフトウェア情報?,その他資料情報+)> 
<!ATTLIST othrsdata DTD_version CDATA #FIXED "02"> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                       ソフトウェア情報                        --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT ソフトウェア情報 (ソフトウェア名?,バージョン情報?,メーカ名?,メーカ連絡先?,
ソフトメーカ用 TAG?)> 
<!ELEMENT ソフトウェア名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT バージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT メーカ連絡先 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
 
 
<!--***************************************************************--> 
<!--                        その他資料情報                         --> 
<!--***************************************************************--> 
 
<!ELEMENT その他資料情報 (シリアル番号,資料名,その他資料種類,保管場所?,オリジナルファ
イル情報+,その他?)> 
 
<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 資料名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT その他資料種類 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 保管場所 (#PCDATA)> 
 
 
<!--**********************************************************--> 
<!--                 オリジナルファイル情報                   --> 
<!--**********************************************************--> 
 
<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (その他資料オリジナルファイル名,その他資料オリジナル
ファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容)> 
 
<!ELEMENT その他資料オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 
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<!--**********************************************************--> 
<!--                 その他                           --> 
<!--**********************************************************--> 
 
<!ELEMENT その他 (請負者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 
<!ELEMENT 請負者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 
<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 
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othrsdata

OTHRS02.DTDの構造図

上から順に記述することを示す。

記述は任意。記述する場合は1回に限る。

+

必ず、１回記述する。

?

1

：

：

：

： 必ず、１回以上記述する。

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。

ソフトウェア情報

?

ソフトウェア名

メーカ名

メーカ連絡先

ソフトメーカ用TAG

?

#PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

? #PCDATA

バージョン情報 ? #PCDATA

その他資料情報

シリアル番号

資料名

その他資料種類

#PCDATA

#PCDATA

1 #PCDATA

1

1

+

その他

請負者説明文 ? #PCDATA

オリジナルファイル情報

その他資料オリジナルファイル名

1 #PCDATA
その他資料オリジナルファイ
ル作成ソフトバージョン情報

1 #PCDATA

予備 * #PCDATA

? #PCDATA発注者説明文

1 #PCDATAオリジナルファイル内容

+

?

保管場所 #PCDATA?

DTD_version
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付属資料 3 管理ファイルの XML 記入例 
 
1 工事管理ファイルの XML 記入例 

 
成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル(INDEX_C.XML)の入力例と出力例を以
下に示す。 

 
(1) 入力例 

 
カテゴリー 項目名 入力したデータ 記入者 

メディア番号 2 □ 
メディア総枚数 3 □ 
発注図面フォルダ名 DRAWINGS ▲ 
特記仕様書オリジナル 
ファイルフォルダ名 

DRAWINGS/SPEC ▲ 

打合せ簿フォルダ名 MEET ▲ 
打合せ簿オリジナル 
ファイルフォルダ名 

MEET/ORG ▲ 

施工計画書フォルダ名 PLAN ▲ 
施工計画書オリジナル 
ファイルフォルダ名 

PLAN/ORG ▲ 

完成図面フォルダ名 DRAWINGF ▲ 
写真フォルダ名 PHOTO ▲ 
その他フォルダ名 OTHRS ▲ 

基礎情報 

その他オリジナル 
ファイルフォルダ名 

OTHRS/ORG ▲ 

ソフトウェア名 工事管理ファイル作成簡易システム ▲ 
バージョン情報 1.0 ▲ 
メーカ名 ○○株式会社 ▲ 
メーカ連絡先 ○○県△△市□□ 

1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx 
▲ 

ソフトウェア

情報 

ソフトメーカ用 TAG  ▲ 
発注年度 1998 □ 
工事番号 199811110123 □ 
路線水系名等 国道 1号 ■ 
工事名称 国道 1号○○塗装修繕工事 ■ 
工事分野 道路 ■ 
工事業種 土木一式工事 ■ 
工種 歩行者系舗装工事、舗装路床工事 ■ 
工法型式 歩行者系舗装工 ■ 
住所コード 08220 ■ 
住所 茨城県つくば市○○3丁目○○番地 ■ 
工期開始日 1998-11-06 ■ 
工期終了日 1999-02-26 ■ 

工事件名等 

工事内容 掘削工 8500m3、土止め工 2800m2、埋戻し工
9500m3、路面覆工 300m2 

□ 



 

105 

付属資料 3

1.工事管理ファイルの XML記入例 

カテゴリー 項目名 入力したデータ 記入者 

起点側測点-n 0015 □ 
起点側測点-m 008 □ 
終点側測点-n 0018 □ 
終点側測点-m 005 □ 
起点側距離標-n 031 □ 
起点側距離標-m 045 □ 
終点側距離標-n 036 □ 
終点側距離標-m 067 □ 
西側境界座標経度 1383730 □ 
東側境界座標経度 1384500 □ 
北側境界座標緯度 0353500 □ 

場所情報 

南側境界座標緯度 0352000 □ 
施設情報 施設名称 ○○トンネル □ 

発注者-大分類 国土交通省 ■ 
発注者-中分類 ○○地方整備局 ■ 
発注者-小分類 ○○工事事務所 ■ 

発注者情報 

発注者コード 10102124 ■ 
請負者名 ○○建設△△組共同企業体（代表:○○建設株

式会社） 
■ 請負者情報 

請負者コード 10012345000 □ 
予備 予備  □ 
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(2) 出力例 
 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 
<!DOCTYPE constdata SYSTEM "INDE_C02.DTD"> 
 
<constdata DTD_version="02"> 
 
<基礎情報> 
<メディア番号>2</メディア番号> 
<メディア総枚数>3</メディア総枚数> 
<発注図面フォルダ名>DRAWINGS</発注図面フォルダ名> 
<特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGS/SPEC</特記仕様書オリジナルファイルフ
ォルダ名> 
<打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名> 
<打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名> 
<施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名> 
<施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイルフォル
ダ名> 
<完成図面フォルダ名>DRAWINGF</完成図面フォルダ名> 
<写真フォルダ名>PHOTO</写真フォルダ名> 
<その他フォルダ名>OTHRS</その他フォルダ名> 
<その他オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG</その他オリジナルファイルフォルダ名> 
</基礎情報> 
 
 
<ソフトウェア情報> 
<ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 
<バージョン情報>1.0</バージョン情報> 
<メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 
<メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx</メーカ連絡先> 
</ソフトウェア情報> 
 
<工事件名等> 
<発注年度>1998</発注年度> 
<工事番号>199811110123</工事番号> 
<路線水系名等>国道 1号</路線水系名等> 
<工事名称>国道 1号○○塗装修繕工事</工事名称> 
<工事分野>道路</工事分野> 
<工事業種>土木一式工事</工事業種> 
<工種>歩行者系舗装工事</工種> 
<工種>舗装路床工事</工種> 
<工法型式>歩行者系舗装工</工法型式> 
<住所コード>08220</住所コード> 
<住所>茨城県つくば市○○3丁目○○番地</住所> 
<工期開始日>1998-11-06</工期開始日> 
<工期終了日>1999-02-26</工期終了日> 
<工事内容>掘削工 8500m3、土止め工 2800m2、埋戻し工 9500m3、路面覆工 300m2</工事内容> 
</工事件名等> 
 
<場所情報> 
<起点側測点-n>0015</起点側測点-n> 
<起点側測点-m>008</起点側測点-m> 
<終点側測点-n>0018</終点側測点-n> 
<終点側測点-m>005</終点側測点-m> 
<起点側距離標-n>031</起点側距離標-n> 
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<起点側距離標-m>045</起点側距離標-m> 
<終点側距離標-n>036</終点側距離標-n> 
<終点側距離標-m>067</終点側距離標-m> 
<西側境界座標経度>1383730</西側境界座標経度> 
<東側境界座標経度>1384500</東側境界座標経度> 
<北側境界座標緯度>0353500</北側境界座標緯度> 
<南側境界座標緯度>0352000</南側境界座標緯度> 
</場所情報> 
 
 
<施設情報> 
<施設名称>○○トンネル</施設名称> 
</施設情報> 
 
 
<発注者情報> 
<発注者-大分類>国土交通省</発注者-大分類> 
<発注者-中分類>○○地方整備局</発注者-中分類> 
<発注者-小分類>○○工事事務所</発注者-小分類> 
<発注者コード>10102124</発注者コード> 
</発注者情報> 
 
 
<請負者情報> 
<請負者名>○○建設△△組共同企業体（代表：○○建設株式会社）</請負者名> 
<請負者コード>10012345000</請負者コード> 
</請負者情報> 
 
<予備/> 
 
</constdata> 
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2 打合せ簿管理ファイルの XML 記入例 
 
成果品の電子媒体に格納する打合せ簿管理ファイル(MEET.XML)の入力例と出力例を以
下に示す。 

 
(1) 入力例 

 
カテゴリー 項目名 入力したデータ 記入者 

ソフトウェア名 工事管理ファイル作成簡易システム ▲ 
バージョン情報 1.0 ▲ 
メーカ名 ○○株式会社 ▲ 
メーカ連絡先 ○○県△△市□□1-1-1 

TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx 
▲ 

ソフトウェア

情報 

ソフトメーカ用 TAG  ▲ 
シリアル番号 1 □ 
打合せ簿種類 通知 □ 
打合せ簿名称 ○○○に関する協議 □ 
管理区分 品質管理 □ 
打合せ簿番号 A-1-012 □ 
作成者 請負者:現場代理人 □ 
提出先 発注者 □ 
発行日付 1998-11-06 □ 
受理日付 1998-11-06 □ 
完了日付 1998-11-06 □ 
打合せ簿オリジナ

ルファイル名 
M0001_01.DOC □ 

打合せ簿オリジナ

ルファイル作成ソ

フトバージョン情

報 

Microsoft_Word_98 □ 

オリジナルファイ

ル内容 
本文 □ 

打合せ簿オリジナ

ルファイル名 
M0001_02.XLS □ 

打合せ簿オリジナ

ルファイル作成ソ

フトバージョン情

報 

Microsoft_Excel_97 □ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイ

ル内容 
工程表 □ 

請負者説明文  □ 
発注者説明文  □ 

打合せ簿情報 

そ
の
他 予備  □ 
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(2) 出力例 
 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 
<!DOCTYPE meetdata SYSTEM "MEET02.DTD"> 
<meetdata DTD_version="02"> 
 
<ソフトウェア情報> 
<ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 
<バージョン情報>1.0</バージョン情報> 
<メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 
<メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx</メーカ連絡先> 
</ソフトウェア情報> 
 
<打合せ簿情報> 
<シリアル番号>1</シリアル番号> 
<打合せ簿種類>通知</打合せ簿種類> 
<打合せ簿名称>○○○に関する協議</打合せ簿名称> 
<管理区分>品質管理</管理区分> 
<打合せ簿番号>A-1-012</打合せ簿番号> 
<作成者>請負者:現場代理人</作成者> 
<提出先>発注者</提出先> 
<発行日付>1998-11-06</発行日付> 
<受理日付>1998-11-06</受理日付> 
<完了日付>1998-11-06</完了日付> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<打合せ簿オリジナルファイル名>M0001_01.DOC</打合せ簿オリジナルファイル名> 
<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Word_98</打合せ簿オリジ
ナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>本文</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<打合せ簿オリジナルファイル名>M0001_02.XLS</打合せ簿オリジナルファイル名> 
<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Excel_97</打合せ簿オリ
ジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>工程表</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<その他> 
<請負者説明文/> 
<発注者説明文/> 
<予備/> 
</その他> 
 
</打合せ簿情報> 
 
</meetdata> 
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3 施工計画管理ファイルの XML 記入例 
 
成果品の電子媒体に格納する施工計画書管理ファイル(PLAN.XML)の入力例と出力例を
以下に示す。 

 
(1) 入力例 

 
カテゴリー 項目名 入力したデータ 記入者 

ソフトウェア名 工事管理ファイル作成簡易システム ▲ 
バージョン情報 1.0 ▲ 
メーカ名 ○○株式会社 ▲ 
メーカ連絡先 ○○県△△市□□ 

1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx 
▲ 

ソフトウェア

情報 

ソフトメーカ用 TAG  ▲ 
シリアル番号 1 □ 
施工計画書名称 ○○○施工計画書 □ 
施工計画書オリジ

ナルファイル名 
PLA01_01.DOC □ 

施工計画書情

報 

施工計画書オリジ

ナルファイル作成

ソフトバージョン

情報 

Microsoft_Word_98 □ 

 オリジナルファイ

ル内容 
平面図 1 □ 

 施工計画書オリジ

ナルファイル名 
PLA01_02.XLS □ 

 施工計画書オリジ

ナルファイル作成

ソフトバージョン

情報 

Microsoft_Excel_97 □ 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイ

ル内容 
工程表 □ 

請負者説明文  □ 
発注者説明文  □ 

 
そ
の
他 予備  □ 
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付属資料 3

3.施工計画管理ファイルの XML記入

(2) 出力例 
 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 
<!DOCTYPE plandata SYSTEM "PLAN02.DTD"> 
<plandata DTD_version="02"> 
 
<ソフトウェア情報> 
<ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 
<バージョン情報>1.0</バージョン情報> 
<メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 
<メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx</メーカ連絡先> 
</ソフトウェア情報> 
 
<施工計画書情報> 
<シリアル番号>1</シリアル番号> 
<施工計画書名称>○○○施工計画書</施工計画書名称> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_01.DOC</施工計画書オリジナルファイル名> 
<施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Word_98</施工計画書オ
リジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>平面図 1</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_02.XLS</施工計画書オリジナルファイル名> 
<施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Excel_97</施工計画書
オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>工程表</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<その他> 
<請負者説明文/> 
<発注者説明文/> 
<予備/> 
</その他> 
</施工計画書情報> 
 
</plandata> 
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付属資料 3

4.その他資料管理ファイルの XML記入

4 その他資料管理ファイルの XML 記入例 
 
成果品の電子媒体に格納するその他資料管理ファイル(OTHRS.XML)の入力例と出力例
を以下に示す。 

 
(1) 入力例 

 
カテゴリー 項目名 入力したデータ 記入者 

ソフトウェア名 工事管理ファイル作成簡易システム ▲ 
バージョン情報 1.0 ▲ 
メーカ名 ○○株式会社 ▲ 
メーカ連絡先 ○○県△△市□□ 

1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx 
▲ 

ソフトウェア

情報 

ソフトメーカ用 TAG  ▲ 
シリアル番号 1 □ 
資料名 段階確認書 □ 
その他資料種類 段階確認書 □ 
保管場所 ○○○バインダ（その 1） □ 
その他資料オリジ

ナルファイル名 
CHK01_01.DOC □ 

その他資料オリジ

ナルファイル作成

ソフトバージョン

情報 

Microsoft_Word_98 □ 

その他 
資料情報 

オリジナルファイ

ル内容 
本文 □ 

 その他資料オリジ

ナルファイル名 
CHK01_02.DOC □ 

 その他資料オリジ

ナルファイル作成

ソフトバージョン

情報 

Microsoft_Word_98 □ 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイ

ル内容 
段階位置図 □ 

 請負者説明文  □ 
発注者説明文  □  

そ
の
他 予備  □ 
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4.その他資料管理ファイルの XML記入

(2) 出力例 
 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 
<!DOCTYPE othrsdata SYSTEM "OTHRS02.DTD"> 
<othrsdata DTD_version="02"> 
 
<ソフトウェア情報> 
<ソフトウェア名>工事管理ファイル作成簡易システム</ソフトウェア名> 
<バージョン情報>1.0</バージョン情報> 
<メーカ名>○○株式会社</メーカ名> 
<メーカ連絡先>○○県△△市□□1-1-1TEL:0xx-xxx-xxxxFAX:0xx-xxx-xxxx</メーカ連絡先> 
</ソフトウェア情報> 
 
<その他資料情報> 
<シリアル番号>1</シリアル番号> 
<資料名>段階確認書</資料名> 
<その他資料種類>段階確認書</その他資料種類> 
<保管場所>○○○バインダ（その 1）</保管場所> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<その他資料オリジナルファイル名>CHK01_01.DOC</その他資料オリジナルファイル名> 
<その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Word_98</その他資料オ
リジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>本文</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<オリジナルファイル情報> 
<その他資料オリジナルファイル名>CHK01_02.DOC</その他資料オリジナルファイル名> 
<その他資料オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>Microsoft_Word_98</その他資料オ
リジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>段階位置図</オリジナルファイル内容> 
</オリジナルファイル情報> 
 
<その他> 
<請負者説明文/> 
<発注者説明文/> 
<予備/> 
</その他> 
</その他資料情報> 
 
</othrsdata> 
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付属資料 4 XML 文書作成における留意点 
 
XML文書の作成にあたっての留意点を以下に示す。 
 

(1) XML文書における文字セットは、「8-2 使用文字」によるものとする。 
 

(2) XML 文書の文字符号化方式は、XML 文書の標準符号化方式である Unicode 形式の
UTF-16、またはUTF-8を基本とすべきであるが、コンピュータシステムの現状を鑑み、
当面は Shift_JISとする。 

 
(3) 提出する XML 文書には、DTD を埋め込む方式をとらず、外部ファイル参照方式を採
用する。 

 
(4) XMLの予約文字（JIS X 0201（ラテン文字用図形文字）の不等号（より小）（<）、不等
号（より大）（>）、アンパサンド（&）、アポストロフィー（’）、引用符（”））について
は、実体参照を用いることで使用することができる。以下に実体参照を示す。 

 
表 1 実体参照 

記号 実体参照 
“ &quot; 
＆ &amp; 
‘ &apos; 
＜ &lt; 
＞ &gt; 

 
(5) XML 文書の作成は、「標準情報(TR)TR X 0008:1999 拡張可能なマーク付け言語 

(XML) 1.0」、「標準情報(TR)TR X 0015:1999XML日本語プロファイル」を参照するこ
と。 
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